
第１回
創薬に関するアンケート調査結果報告
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Ⅰ 大学アンケート
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１ 調査概要

１ 本調査の目的
本研究は、薬学部および大学院における教育を刷新し、日本の創薬力強化に直結する革新的教育プログラムを構築することを目的としています。
その第一歩として、製薬企業、治験実施機関、省庁、国立研究機関、薬系大学など、創薬に関わる幅広い立場の方々を対象とするアンケート調査を
通じて、現在の薬学教育に必要な学修事項を明らかにすることを目指します。

２ 調査対象と回収結果

調査概要

配信数 回答数 回答率

国立大学 14 14 100.0%

公立大学 ５ ３ 60.0%

私立大学 62 ５４ 87.1%

合計 81 ７１ 87.7%

3 調査方法
メールによる調査配信とインターネット回答

４ 調査期間
2025年11月4日（火）～11月25日（火）
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２ 回答者の属性

回答者（大学）の属性

大学の種類（Q1）

✓ 回答した大学の多くは私立大学であり、６年制１学科制が半数を占めています。
✓ 大学の規模としては、国公立に比べて私立の方が６年制課程定員数・４年制課程定員数のいずれもくなっています（規模が大きい）。

Point

■運営：国立・公立・私立 ■修業年限：４年制・６年制

大学の規模（Q2～Q4)

■６年制課程定員数

国立大学６年制

１学科制

2.8%

国立大学

６年制・４

年制併設

16.9%
公立大学６年制

１学科制

2.8%

公立大学６年

制・４年制併設

1.4%

私立大学６年制

１学科制

56.3%

私立大学６年

制・４年制併設

19.7% 国立大学

19.7%

公立大学

4.2%

私立大学

76.1%

6年制１学

科制

62.0%

6年制4年

制併設

38.0%

■４年制課程定員数

11.1
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私立

国公立

n=71 n=71 n=71
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３ 創薬力強化

創薬力強化の重点分野（修業年限別） 【６年制課程について】

創薬力強化に関わる教育の重点分野と考えるもの（Q７）

✓ 修業年限に関わらず「創薬基礎」と「創薬応用」が重要との認識が共通して高くなっています。
✓ ６年制・４年制併設の大学では「バイオ医薬・核酸医薬・再生医療・遺伝子治療」 「臨床開発と薬事規制」 「統計学・データサイエン

ス」を重点的にとらえている割合が高くなっています。

Point
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70.4
77.8
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）
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３ 創薬力強化

創薬力強化の重点分野（学校種別）【６年制課程について】

創薬力強化に関わる教育の重点分野と考えるもの（Q７）

✓ 学校種別に関わらず「創薬基礎」と「創薬応用」が重要との認識が共通して高くなっています。
✓ 国公立では「バイオ医薬・核酸医薬・再生医療・遺伝子治療」 「臨床開発と薬事規制」 「統計学・データサイエンス」を重点的にとらえて

いる割合が高くなっています。
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３ 創薬力強化

創薬力強化の重点分野（学校種別）【４年制課程について】

創薬力強化に関わる教育の重点分野と考えるもの（Q２９）

✓ 学校種別に関わらず「創薬基礎」と「創薬応用」「統計学・データサイエンス」が重要との認識が共通して高くなっています。
✓ 全般的に、国公立の方が各分野を重要視している割合が高くなっています。

Point

64.3
57.1

28.6
21.4

35.7

57.1

14.3

100
92.3

38.5
46.2

61.5

84.6

0
0

20

40

60

80

100

120

創
薬
基
礎
（
化
学
、
生
物
、
物
理
分

析
化
学
を
含
む
）

創
薬
応
用
（製
剤
・薬
剤
、
薬
物
動

態
・薬
物
治
療
）

医
薬
品
製
造
（製
造
、
品
質
評
価
・

管
理
）

臨
床
開
発
（臨
床
試
験
・承
認
申

請
・
市
販
後
安
全
対
策
）と
薬
事

規
制

バ
イ
オ
医
薬
（抗
体
、
ペ
プ
チ
ド
）・

核
酸
医
薬
・再
生
医
療
・遺
伝
子

治
療
（
細
胞
治
療
含
む
）

統
計
学
・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
（
統

計
学
、
回
帰
分
析
・多
変
量
解
析
、

臨
床
試
験
デ
ザ
イ
ン
・統
計
、
バ
イ

オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
・オ
ミ
ッ

ク
ス
解
析
、
機
械
学
習
・AI

応
用

等
）

該
当
な
し

私立(n=14)
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４ 大学での教育内容（講義）

講義に関する充実度の認識（修業年限別）【６年制課程について】

各種講義の充実度（Q８）

✓ ６年制１学科制では「基礎レベル」や「基礎理論や概念を体系的に学べる」が多くを占めています。
✓ ６年制・４年制併設の大学の方が「基礎理論や概念を体系的に学べる」や「講義・演習で実践的に学べる」割合が多く、特に統計学・

データサイエンスでは「講義・演習で実践的に学べる」割合が高くなっています。

Point

2.3

2.3

61.4

38.6

43.2

31.8

22.7

45.5

45.5

31.8

6.8

13.6

6.8

31.8

6.8

2.3

4.5

2.3

0% 50% 100%

医薬品製造

（製造、品質評価・管理）

臨床開発と

薬事規制

バイオ医薬・核酸医薬・

再生医療・遺伝子治療

統計学・

データサイエンス

全く扱わない        基礎レベル（入門的に触れる）            基礎理論や概念を体系的に学べる          

講義・演習で実践的に学べる              専門知識や応用まで深く学べる            

3.7

3.7

3.7

29.6

18.5

37

22.2

40.7

51.9

33.3

14.8

18.5

22.2

18.5

55.6

7.4

7.4

7.4

3.7

0% 50% 100%

■６年制１学科制(n=44) ■６年制・４年制併設(n=27)
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1.9

51.9

33.3

40.7

31.5

27.8

44.4

42.6

25.9

11.1

18.5

11.1

37

7.4
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1.9

0% 50% 100%
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全く扱わない        基礎レベル（入門的に触れる）            基礎理論や概念を体系的に学べる          

講義・演習で実践的に学べる              専門知識や応用まで深く学べる            

5.9

41.2

23.5

41.2

17.6

35.3

58.8

35.3

23.5

11.8

11.8

11.8

52.9

5

5.9

11.8

5.9

0% 50% 100%

４ 大学での教育内容（講義）

講義に関する充実度の認識（学校種別）【６年制課程について】

各種講義の充実度（Q８）

✓ 国公立・私立ともに「基礎レベル」や「基礎理念や概念を体系的に学べる」が多くを占めているが、統計学・データサイエンスでは「講義・演
習で実践的に学べる」割合が国公立で高くなっています。

Point

■私立(n=54) ■国公立(n=17) 
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講義・演習で実践的に学べる              専門知識や応用まで深く学べる            
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0
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15.4

15.4
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４ 大学での教育内容（講義）

講義に関する充実度の認識（学校種別）【４年制課程について】

各種講義の充実度（Q３０）

✓ 私立では、およそ２割が「医薬品製造」「臨床開発と薬事規制」「バイオ医薬・核酸医薬・再生医療・遺伝子治療」を「全く扱わない」と回答
しているが、「基礎理論や概念を体系的に学べる」や「講義・演習で実践的に学べる」の回答割合は国公立より高くなっています。

Point

■私立(n=１４) ■国公立(n=1３) 
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４年制課程について

６年制課程について

４ 大学での教育内容（講義）

知的財産権の講義の有無

知的財産権の講義があるか（Q９・３１）

✓ ６年制１学科制や私立の大学では、知的財産権の講義があるとないがそれぞれ半数となっているが、６年制・４年制併設や国公立では
講義がある割合がおよそ７割となっています。（４年制課程においては、私立と国公立で大きな差はみられない）

Point

■６年制１学科制 (n=44) ■６年制・４年制併(n=27) ■私立(n=54) ■国公立(n=17)

はい

50.0%

いいえ

50.0%

はい

66.7%

いいえ

33.3%

はい

70.6%

いいえ

29.4%

はい

51.9%

いいえ

48.1%

■私立(n=１４) ■国公立(n=1３)

はい

69.2%

いいえ

30.8%

はい

64.3%

いいえ

35.7%

187



４ 大学での教育内容（実習）

学習実習（修業年限別）【６年制課程について】

学生実習のある分野（Q10）

✓ 学習実習がある分野は、ほぼすべての大学で実習をしているものと、そうでないものに二分されています。
✓ 「品質評価・管理」と「分子シミュレーション」は６年制・４年制併設の大学の方が実習をしている割合が高くなっています。
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４ 大学での教育内容（実習）

学習実習（学校種別）【６年制課程について】

学生実習のある分野（Q10）

✓ 学習実習がある分野は、ほぼすべての大学で実習をしているものと、そうでないものに二分されています。
✓ 「品質評価・管理」と「分子シミュレーション」は国公立の大学の方が実習をしている割合が高くなっています。
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４ 大学での教育内容（実習）

学習実習（学校種別）【４年制課程について】

学生実習のある分野（Q３２）

✓ 学習実習がある分野は、国公立大学ではほぼすべての大学で実習をしているものと、そうでないものに二分されています。
✓ 「データサイエンス・バイオインフォマティクス」と「分子シミュレーション」は私立の大学の方が実習をしている割合が高くなっています。

Point

85.7 85.7

71.4 64.3
78.6

71.4 71.4
78.6

14.3
21.4

7.1 7.1

50.0
57.1

14.3

92.3 92.3

30.8

15.4 15.4

7.7

23.1 23.1

0.0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

有
機
合
成
化
学

分
析
化
学
・機
器
分
析

分
子
生
物
学
・細
胞
生
物
学

製
剤
・薬
剤
学

生
化
学
・微
生
物
学

衛
生
化
学

生
薬
学
・天
然
物
学

薬
理
学
・毒
性
学

医
薬
品
製
造

品
質
評
価
・管
理

バ
イ
オ
・核
酸
医
薬
品
製
造

再
生
医
療
・遺
伝
子
治
療

分
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
バ
イ
オ
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

そ
の
他

私立(n=14)

国公立(n=13)

ほぼすべての国公立大学で実施
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４ 大学での教育内容（実習）

学生実習の教育度合いの評価（修業年限別）【６年制課程について】

学生実習の教育度合いを評価（Q11）

✓ バイオ医薬・核酸医薬・再生医療・遺伝子治療は、他に比べると「全く実習を実施していない」割合が高くなっています。

Point

43.2

56.8

36.4

34.1

27.3

27.3

15.9

6.8

20.5

4.5

6.8

13.6

2.3

2.3

2.3

0% 50% 100%

医薬品製造、品質評価・管

理（教育度合い）

バイオ医薬・核酸医薬・再

生医療・遺伝子治療    

統計学・データサイエンス

全く実習を実施していない 基礎的な体験のみ実施している 一部を体系的に実施している

幅広い内容を体系的に実施している 専門的で高度な実習を実施している

33.3

55.6

18.5

33.3

25.9

44.4

14.8

14.8

25.9

18.5

3.7

11.1

0% 50% 100%

■６年制１学科制(n=44) ■６年制・４年制併設(n=27)

191



４ 大学での教育内容（実習）

学生実習の教育度合いの評価（学校種別）【６年制課程について】

学生実習の教育度合いを評価（Q11）

✓ バイオ医薬・核酸医薬・再生医療・遺伝子治療は、他に比べると「全く実習を実施していない」割合が高くなっています。
✓ 国公立では統計学・データサイエンスを「一部を体系的に実施している」割合が高くなっています。

Point

40.7

57.4

31.5

33.3

25.9

35.2

14.8

7.4

14.8

9.3

7.4

16.7

1.9

1.9

1.9

0% 50% 100%

医薬品製造、品質評価・管

理（教育度合い）

バイオ医薬・核酸医薬・再

生医療・遺伝子治療

統計学・データサイエンス

全く実習を実施していない 基礎的な体験のみ実施している
一部を体系的に実施している 幅広い内容を体系的に実施している
専門的で高度な実習を実施している

35.3

52.9

23.5

35.3

29.4

29.4

17.6

17.6

47.1

11.8

0% 50% 100%

■私立(n=54) ■国公立(n=17)
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４ 大学での教育内容（実習）

学生実習の教育度合いの評価（学校種別）【４年制課程について】

学生実習の教育度合いを評価（Q３３）

✓ バイオ医薬・核酸医薬・再生医療・遺伝子治療と、私立での医薬品製造、品質評価・管理は、他に比べると「全く実習を実施していない」
割合が高くなっています。

✓ 私立は、国公立に比べると統計学・データサイエンスを「全く実施していない」割合が高くなっています。

Point

50

50

35.7

21.4

35.7

21.4

21.4

14.3

35.7

7.1

0

7.1

0

0

0

0% 50% 100%

医薬品製造、品質評価・管

理（教育度合い）

バイオ医薬・核酸医薬・再

生医療・遺伝子治療

統計学・データサイエンス

全く実習を実施していない 基礎的な体験のみ実施している

一部を体系的に実施している 幅広い内容を体系的に実施している

専門的で高度な実習を実施している

30.8

46.2

7.7

46.2

46.2

53.8

15.4

0

23.1

7.7

7.7

15.4

0% 50% 100%

■私立(n=14) ■国公立(n=1３)
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４ 大学での教育内容（研究室）

研究室の有無（修業年限別）【６年制課程について】

各種研究室の有無（Q15～Q1８）

✓ バイオ医薬・核酸医薬に関わる研究室と再生医療・遺伝子治療に関わる研究室は、傾向の違いがあります。

Point

40.9

40.9

29.5

59.1

59.1

59.1

70.5

40.9

0% 50% 100%

医薬品の製造プロセス・

品質評価・管理に関わる

研究室

バイオ医薬・核酸医薬に関

わる研究室

再生医療・遺伝子治療に

関わる研究室

薬事規制・レギュラトリー

サイエンスに関わる研究

室

はい                いいえ              

37

63

63

55.6

63

37

37

44.4

0% 50% 100%

■６年制１学科制(n=44) ■６年制・４年制併設(n=27)
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４ 大学での教育内容（研究室）

研究室の有無（学校種別）【６年制課程について】

各種研究室の有無（Q15～Q1８）

✓ バイオ医薬・核酸医薬に関わる研究室と再生医療・遺伝子治療に関わる研究室は、傾向の違いがあります。

Point

40.7

37

33.3

57.4

59.3

63

66.7

42.6

0% 50% 100%

医薬品の製造プロセス・

品質評価・管理に関わる

研究室

バイオ医薬・核酸医薬に関

わる研究室

再生医療・遺伝子治療に

関わる研究室

薬事規制・レギュラトリー

サイエンスに関わる研究

室

はい                いいえ              

35.3

88.2

70.6

58.8

64.7

11.8

29.4

41.2

0% 50% 100%

■私立(n=54) ■国公立(n=17)
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４ 大学での教育内容（研究室）

研究室の有無（学校種別）【４年制課程について】

各種研究室の有無（Q３８～Q４０）

✓ バイオ医薬・核酸医薬に関わる研究室は、私立では研究室がある割合が低く、国公立では研究室がある割合が高くなっています。

Point

42.9

35.7

57.1

50

57.1

64.3

42.9

50

0% 50% 100%

医薬品の製造プロセス・

品質評価・管理に関わる

研究室

バイオ医薬・核酸医薬に関

わる研究室

再生医療・遺伝子治療に

関わる研究室

薬事規制・レギュラトリー

サイエンスに関わる研究

室

はい                いいえ              

30.8

92.3

69.2

53.8

69.2

7.7

30.8

46.2

0% 50% 100%

■私立(n=１4) ■国公立(n=1３)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：知識（修業年限別）【６年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：知識（Q19）

✓ 「医療薬学の専門知識」と「創薬概論」「５～30年前に確立された一般科学技術」「５年以内の新たな一般科学技術」が共通して高く
なっています。

✓ ６年制１学科制では、「医療薬学の専門知識」が最も強調されており、６年制・４先制併設では「５～30年前に確立された一般科学技
術」が同程度となっています。

Point

0.8

0.6

1.6

0.2 0.2
0.3

0.4
0.4

0.1
0.0

0.2 0.2

0.8

0.2

0.0

1.2

0.9

1.2

0.1
0.2 0.2

0.4
0.3 0.2

0.0 0.1 0.1

1.0

0.3

0.0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

5

～3
0

年
前
に
確
立
さ
れ
た
一

般
科
学
技
術

5

年
以
内
の
新
た
な
一
般
科
学
技

術

医
療
薬
学
の
専
門
知
識
（薬
理

学
、
薬
物
動
態
学
な
ど
）

製
造
工
程
に
関
す
る
専
門
知
識

G
x
P

（品
質
管
理
・品
質
保
証
）の

理
解

医
学
の
専
門
知
識
（診
断
、
治
療

な
ど
）

デ
ー
タ
分
析
・
統
計
学

A
I

技
術
の
活
用

薬
事
関
連
法
規

研
究
関
連
法
規
（カ
ル
タ
ヘ
ナ

法
、
動
物
倫
理
、
化
審
法
な
ど
）

研
究
倫
理
（不
正
防
止
）

特
許
や
知
的
財
産
に
関
す
る
知

識

創
薬
概
論
（医
薬
品
の
研
究
開
発

か
らP

V

ま
で
の
流
れ
）

実
例
を
対
象
に
し
た
創
薬
過
程

の
体
験
（PM

D
A

の
審
査
報
告
書

を
読

医
療
保
険
制
度

６年制１学科制

(n=44)

６年制・４年制併設

(n=27)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：知識（学校種別）【６年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：知識（Q19）

✓ 「医療薬学の専門知識」と「創薬概論」「５～30年前に確立された一般科学技術」「５年以内の新たな一般科学技術」が共通して高く
なっています。

✓ 国公立では「５年以内の新たな一般科学技術」、私立では「５～30年前に確立された一般科学技術」が強調されています。

Point

1.1

0.6

1.4

0.2 0.1
0.3

0.4

0.4

0.0
0.0

0.2
0.1

0.9

0.2

0.0

0.5

1.1

1.4

0.1

0.4
0.2 0.2 0.2 0.2

0.0 0.0

0.2

1.1

0.3
0.0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

5

～3
0

年
前
に
確
立
さ
れ
た
一

般
科
学
技
術

5

年
以
内
の
新
た
な
一
般
科
学
技

術

医
療
薬
学
の
専
門
知
識
（薬
理

学
、
薬
物
動
態
学
な
ど
）

製
造
工
程
に
関
す
る
専
門
知
識

G
x
P

（品
質
管
理
・品
質
保
証
）の

理
解

医
学
の
専
門
知
識
（診
断
、
治
療

な
ど
）

デ
ー
タ
分
析
・
統
計
学

A
I

技
術
の
活
用

薬
事
関
連
法
規

研
究
関
連
法
規
（カ
ル
タ
ヘ
ナ

法
、
動
物
倫
理
、
化
審
法
な
ど
）

研
究
倫
理
（不
正
防
止
）

特
許
や
知
的
財
産
に
関
す
る
知

識

創
薬
概
論
（
医
薬
品
の
研
究
開
発

か
らP

V

ま
で
の
流
れ
）

実
例
を
対
象
に
し
た
創
薬
過
程

の
体
験
（PM

D
A

の
審
査
報
告
書

を
読

医
療
保
険
制
度

私立(n=54)

国公立(n=17)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：知識（学校種別）【４年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：知識（Q４１）

✓ 「５～30年前に確立された一般科学技術」「５年以内の新たな一般科学技術」 「医療薬学の専門知識」が共通して高くなっています。
✓ 国公立では 「創薬概論」が強調されています。

Point

1.6

1.1
0.9

0.1 0.1
0.2

0.6

0.0 0.0
0.1 0.0

0.1

0.4

0.2

0.0

0.9

1.5

1.2

0.3

0.0

0.3 0.3

0.1 0.1 0.0 0.0 0.0

1.2

0.2
0.0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

5

～3
0

年
前
に
確
立
さ
れ
た
一

般
科
学
技
術

5

年
以
内
の
新
た
な
一
般
科
学
技

術

医
療
薬
学
の
専
門
知
識
（薬
理

学
、
薬
物
動
態
学
な
ど
）

製
造
工
程
に
関
す
る
専
門
知
識

G
x
P

（品
質
管
理
・品
質
保
証
）の

理
解

医
学
の
専
門
知
識
（診
断
、
治
療

な
ど
）

デ
ー
タ
分
析
・
統
計
学

A
I

技
術
の
活
用

薬
事
関
連
法
規

研
究
関
連
法
規
（カ
ル
タ
ヘ
ナ

法
、
動
物
倫
理
、
化
審
法
な
ど
）

研
究
倫
理
（不
正
防
止
）

特
許
や
知
的
財
産
に
関
す
る
知

識

創
薬
概
論
（
医
薬
品
の
研
究
開
発

か
らP

V

ま
で
の
流
れ
）

実
例
を
対
象
に
し
た
創
薬
過
程

の
体
験
（PM

D
A

の
審
査
報
告
書

を
読

医
療
保
険
制
度

私立(n=14)

国公立(n=13)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：知識

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：知識（Q19）

5 ～30
年前に確
立された
一般科学
技術                  

5 年以内
の新たな
一般科学
技術    

医療薬学
の専門知
識（薬理
学、薬物
動態学な

ど）        

製造工程
に関する
専門知識        

GxP （品
質管理・
品質保
証）の理

解

医学の専
門知識

（診断、治
療など）

データ分
析・統計

学              

AI技術の
活用

薬事関連
法規

研究関連
法規（カ
ルタヘナ
法、動物
倫理、化
審法な
ど）  

研究倫理
（不正防
止）

特許や知
的財産に
関する知

識      

創薬概論
（医薬品
の研究開
発から
PVまで
の流れ）        

実例を対
象にした
創薬過程
の体験
（PMDA
の審査報
告書を読
み解く）

医療保険
制度

６年制
１学科
制

１番目
8 2 16 2 2 0 1 1 0 0 2 1 8 0 0

18.2 4.5 36.4 4.5 4.5 0.0 2.3 2.3 0.0 0.0 4.5 2.3 18.2 0.0 0.0

２番目
3 9 7 2 0 6 5 3 0 0 0 2 3 4 0

6.8 20.5 15.9 4.5 0.0 13.6 11.4 6.8 0.0 0.0 0.0 4.5 6.8 9.1 0.0

３番目
5 2 7 0 1 3 3 7 2 0 3 2 7 2 0

11.4 4.5 15.9 0.0 2.3 6.8 6.8 15.9 4.5 0.0 6.8 4.5 15.9 4.5 0.0

６年制
４年制
併設

１番目
9 3 5 0 0 0 0 1 1 0 1 0 6 1 0

33.3 11.1 18.5 0.0 0.0 0.0 0.0 3.7 3.7 0.0 3.7 0.0 22.2 3.7 0.0

２番目
1 6 6 1 2 0 4 2 0 0 0 1 3 1 0

3.7 22.2 22.2 3.7 7.4 0.0 14.8 7.4 0.0 0.0 0.0 3.7 11.1 3.7 0.0

３番目
2 3 5 0 2 5 2 1 1 0 0 0 4 2 0

7.4 11.1 18.5 0.0 7.4 18.5 7.4 3.7 3.7 0.0 0.0 0.0 14.8 7.4 0.0

上段：回答件数 下段：割合
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：知識

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：知識（Q19）

5 ～30
年前に確
立された
一般科学
技術                  

5 年以内
の新たな
一般科学
技術    

医療薬学
の専門知
識（薬理
学、薬物
動態学な

ど）        

製造工程
に関する
専門知識        

GxP （品
質管理・
品質保
証）の理

解

医学の専
門知識

（診断、治
療など）

データ分
析・統計

学              

AI技術の
活用

薬事関連
法規

研究関連
法規（カ
ルタヘナ
法、動物
倫理、化
審法な
ど）  

研究倫理
（不正防
止）

特許や知
的財産に
関する知

識      

創薬概論
（医薬品
の研究開
発から
PVまで
の流れ）        

実例を対
象にした
創薬過程
の体験
（PMDA
の審査報
告書を読
み解く）

医療保険
制度

私立

１番目
14 2 17 2 1 0 1 2 0 0 3 1 10 0 0

25.9 3.7 31.5 3.7 1.9 0.0 1.9 3.7 0.0 0.0 5.6 1.9 18.5 0.0 0.0

２番目
4 11 8 2 1 6 8 4 0 0 0 1 4 5 0

7.4 20.4 14.8 3.7 1.9 11.1 14.8 7.4 0.0 0.0 0.0 1.9 7.4 9.3 0.0

３番目
7 4 10 0 2 4 3 6 2 0 3 2 9 2 0

13 7.4 18.5 0.0 3.7 7.4 5.6 11.1 3.7 0.0 5.6 3.7 16.7 3.7 0.0

国公立

１番目
3 3 4 0 1 0 0 0 1 0 0 0 4 1 0

17.6 17.6 23.5 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 23.5 5.9 0.0

２番目
0 4 5 1 1 0 1 1 0 0 0 2 2 0 0

0.0 23.5 29.4 5.9 5.9 0.0 5.9 5.9 0.0 0.0 0.0 11.8 11.8 0.0 0.0

３番目
0 1 2 0 1 4 2 2 1 0 0 0 2 2 0

0.0 5.9 11.8 0.0 5.9 23.5 11.8 11.8 5.9 0.0 0.0 0.0 11.8 11.8 0.0

上段：回答件数 下段：割合
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点（修業年限別）【６年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：（Q19）

✓ 「論理的思考力」と「実験遂行力・技術習得」「研究企画・立案力」が共通して高くなっています。
✓ ６年制・４年制併設の方が「コミュニケーションスキル」がわずかに高くなっています。

Point

1.8
2.1

0.1 0.1
0.3

1.2

0.2 0.1 0.2 0.1 0.0

1.3

2.0

0.3
0.1

0.3

0.9

0.2
0.1

0.5
0.2 0.1

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

実
験
遂
行
力
・技
術
習
得

論
理
的
思
考
力

文
章
作
成
能
力
（
日
本
語
研
究
要

旨
程
度
）

文
章
作
成
能
力
（
英
語
研
究
要
旨

程
度
）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

研
究
企
画
・
立
案
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力

自
己
管
理
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

臨
床
現
場
の
経
験

臨
床
試
験
デ
ザ
イ
ン

６年制１学科制

(n=44)

６年制・４年制併設

(n=27)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点（学校種別）【６年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：（Q19）

✓ 「論理的思考力」と「実験遂行力・技術習得」「研究企画・立案力」が共通して高くなっています。

Point

1.6

2.0

0.2 0.1
0.3

1.2

0.2
0.1

0.3
0.2

0.0

1.8

2.1

0.4
0.1 0.2

0.9

0.1 0.1 0.1 0.1 0.2

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

実
験
遂
行
力
・技
術
習
得

論
理
的
思
考
力

文
章
作
成
能
力
（
日
本
語
研
究
要

旨
程
度
）

文
章
作
成
能
力
（
英
語
研
究
要
旨

程
度
）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

研
究
企
画
・
立
案
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力

自
己
管
理
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

臨
床
現
場
の
経
験

臨
床
試
験
デ
ザ
イ
ン

私立(n=54)

国公立(n=17)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点（学校種別）【４年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：（Q４１）

✓ 「論理的思考力」と「実験遂行力・技術習得」「研究企画・立案力」が共通して高くなっています。

Point

2.0

1.5

0.0 0.0

0.4

0.9

0.2 0.2 0.3
0.0 0.0

2.0

2.5

0.3
0.2

0.4
0.7

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

実
験
遂
行
力
・技
術
習
得

論
理
的
思
考
力

文
章
作
成
能
力
（
日
本
語
研
究
要

旨
程
度
）

文
章
作
成
能
力
（
英
語
研
究
要
旨

程
度
）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

研
究
企
画
・
立
案
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力

自
己
管
理
力

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

臨
床
現
場
の
経
験

臨
床
試
験
デ
ザ
イ
ン

私立(n=14)

国公立(n=13)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：技能・技術

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：技能・技術（Q19）

実験遂行
力・技術習
得            

論理的思考
力

文章作成能
力（日本語
研究要旨程
度）

文章作成能
力（英語研
究要旨程度）

プレゼン
テーション
能力          

研究企画・
立案力                

プロジェク
トマネジメ
ント能力    

自己管理力  コミュニ
ケーション
スキル        

臨床現場の
経験                  

臨床試験デ
ザイン                

６年制
１学科
制

１番目
17 20 0 0 0 5 2 0 0 0 0

38.6 45.5 0.0 0.0 0.0 11.4 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0

２番目
11 13 1 0 3 13 0 1 1 1 0

25 29.5 2.3 0.0 6.8 29.5 0.0 2.3 2.3 2.3 0.0

３番目
6 4 3 3 6 11 2 2 5 2 0

13.6 9.1 6.8 6.8 13.6 25 4.5 4.5 11.4 4.5 0.0

６年制
４年制
併設

１番目
5 12 2 0 1 3 0 0 3 0 1

18.5 44.4 7.4 0.0 3.7 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0 3.7

２番目
8 7 1 1 2 4 1 0 0 3 0

29.6 25.9 3.7 3.7 7.4 14.8 3.7 0.0 0.0 11.1 0.0

３番目
5 3 1 0 1 8 3 2 4 0 0

18.5 11.1 3.7 0.0 3.7 29.6 11.1 7.4 14.8 0.0 0.0

上段：回答件数 下段：割合
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：技能・技術

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：技能・技術（Q19）

実験遂行
力・技術習
得            

論理的思考
力

文章作成能
力（日本語
研究要旨程
度）

文章作成能
力（英語研
究要旨程度）

プレゼン
テーション
能力          

研究企画・
立案力                

プロジェク
トマネジメ
ント能力    

自己管理力  コミュニ
ケーション
スキル        

臨床現場の
経験                  

臨床試験デ
ザイン                

私立

１番目
14 26 1 0 1 7 2 0 3 0 0

25.9 48.1 1.9 0.0 1.9 13.0 3.7 0.0 5.6 0.0 0.0

２番目
17 12 1 0 4 15 1 0 1 3 0

31.5 22.2 1.9 0.0 7.4 27.8 1.9 0.0 1.9 5.6 0.0

３番目
9 5 3 3 6 11 4 4 7 2 0

16.7 9.3 5.6 5.6 11.1 20.4 7.4 7.4 13.0 3.7 0.0

国公立

１番目
8 6 1 0 0 1 0 0 0 0 1

47.1 35.3 5.9 0.0 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9

２番目
2 8 1 1 1 2 0 1 0 1 0

11.8 47.1 5.9 5.9 5.9 11.8 0.0 5.9 0.0 5.9 0.0

３番目
2 2 1 0 1 8 1 0 2 0 0

11.8 11.8 5.9 0.0 5.9 47.1 5.9 0.0 11.8 0.0 0.0

上段：回答件数 下段：割合
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点（修業年限別）【６年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点（Q19）

✓ 「知的好奇心・探求心」と「挑戦する市施地」、「創造性・革新性」、「忍耐力・粘り強さ」が共通して高くなっています。

Point

2.3

1.4

0.0

1.0

0.3

0.7

0.2
0.0

1.9

1.6

0.0

1.0

0.4

0.7

0.3
0.2

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

知
的
好
奇
心
・探
求
心

挑
戦
す
る
姿
勢

研
究
指
導
力

創
造
性
・
革
新
性

協
調
性

忍
耐
力
・粘
り
強
さ

適
応
力

患
者
中
心
の
考
え
方

６年制１学科制

(n=44)

６年制・４年制併設

(n=27)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点（学校種別）【６年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点（Q19）

✓ 「知的好奇心・探求心」と「挑戦する市施地」、「創造性・革新性」、「忍耐力・粘り強さ」が共通して高くなっています。
✓ 「挑戦する姿勢」は私立よりも「国公立」の方が高い傾向にあります。

Point

2.1

1.3

0.0

1.0

0.4

0.8

0.3
0.1

2.2
2.0

0.1

1.1

0.1

0.5

0.1
0.0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

知
的
好
奇
心
・探
求
心

挑
戦
す
る
姿
勢

研
究
指
導
力

創
造
性
・
革
新
性

協
調
性

忍
耐
力
・粘
り
強
さ

適
応
力

患
者
中
心
の
考
え
方

私立(n=54)

国公立(n=17)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点（学校種別）【４年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点（Q４１）

✓ 「知的好奇心・探求心」と「挑戦する市施地」、「創造性・革新性」、「忍耐力・粘り強さ」が共通して高くなっています。
✓ 「適応力」は国公立の方が強調している傾向にあります。

Point

1.5

1.2

0.0

0.6 0.6
0.8 0.7

0.0

2.3

1.8

0.1

0.9

0.2

0.7

0.2
0.0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

知
的
好
奇
心
・探
求
心

挑
戦
す
る
姿
勢

研
究
指
導
力

創
造
性
・
革
新
性

協
調
性

忍
耐
力
・粘
り
強
さ

適
応
力

患
者
中
心
の
考
え
方

私立(n=14)

国公立(n=13)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：姿勢・態度

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：姿勢・態度（Q19）

知的好奇心・
探求心              

挑戦する姿
勢

研究指導力 創造性・革新
性                  

協調性      忍耐力・粘り
強さ                

適応力      患者中心の
考え方                

６年制
１学科
制

１番目
29 7 0 5 1 2 0 0

65.9 15.9 0.0 11.4 2.3 4.5 0.0 0.0

２番目
6 17 0 11 3 3 4 0

13.6 38.6 0.0 25.0 6.8 6.8 9.1 0.0

３番目
1 7 0 8 5 19 2 1

2.3 15.9 0.0 18.2 11.4 43.2 4.5 2.3

６年制
４年制
併設

１番目
11 5 0 6 3 2 0 0

40.7 18.5 0.0 22.2 11.1 7.4 0.0 0.0

２番目
6 11 0 2 0 3 4 1

22.2 40.7 0.0 7.4 0.0 11.1 14.8 3.7

３番目
5 5 1 5 1 7 1 2

18.5 18.5 3.7 18.5 3.7 25.9 3.7 7.4

上段：回答件数 下段：割合
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：姿勢・態度

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：姿勢・態度（Q19）

知的好奇心・
探求心              

挑戦する姿
勢

研究指導力 創造性・革新
性                  

協調性      忍耐力・粘り
強さ                

適応力      患者中心の
考え方                

私立

１番目
31 8 0 8 4 3 0 0

57.4 14.8 0.0 14.8 7.4 5.6 0.0 0.0

２番目
8 18 0 11 3 6 7 1

14.8 33.3 0.0 20.4 5.6 11.1 13.0 1.9

３番目
4 10 0 7 5 21 3 3

7.4 18.5 0.0 13.0 9.3 38.9 5.6 5.6

国公立

１番目
9 4 0 3 0 1 0 0

52.9 23.5 0.0 17.6 0.0 5.9 0.0 0.0

２番目
4 10 0 2 0 0 1 0

23.5 58.8 0.0 11.8 0.0 0.0 5.9 0.0

３番目
2 2 1 6 1 5 0 0

11.8 11.8 5.9 35.3 5.9 29.4 0.0 0.0

上段：回答件数 下段：割合
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点（修業年限別）【６年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点（Q19）

✓ 「学会発表（国内）」と「困難を乗り越えた経験」が共通して高くなっています。
✓ ６年制１学科制では「英語国際論文データ収集」が強調され、６年制・４年制併設では「学会発表（海外）」が強調されています。

Point

1.5

0.6

1.1
1.0

0.5

1.3

1.9

1.0

0.7
0.9

0.1

1.6

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

学
会
発
表
（
国
内
）

学
会
発
表
（
海
外
）

英
語
国
際
論
文
デ
ー
タ
収
集

英
語
国
際
論
文
執
筆

国
際
共
同
研
究

困
難
を
乗
り
越
え
た
経
験

６年制１学科制

(n=44)

６年制・４年制併設

(n=27)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点（学校種別）【６年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点（Q19）

✓ 「学会発表（国内）」と「困難を乗り越えた経験」が共通して高くなっています。
✓ 私立では「英語国際論文データ収集」や「英語国際論文執筆」が強調され、国公立では「学会発表（海外）」が強調されています。

Point

1.5

0.7

1.0 1.0

0.4

1.4

1.9

1.1

0.7
0.8

0.1

1.4

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

学
会
発
表
（
国
内
）

学
会
発
表
（
海
外
）

英
語
国
際
論
文
デ
ー
タ
収
集

英
語
国
際
論
文
執
筆

国
際
共
同
研
究

困
難
を
乗
り
越
え
た
経
験

私立(n=54)

国公立(n=17)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点（学校種別）【４年制課程について】

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点（Q４１）

✓ 「学会発表（国内）」が共通して高くなっています。
✓ 私立では「と「困難を乗り越えた経験」 が強調され、国公立では「学会発表（海外）」が強調されています。

Point

1.5

0.6 0.6
0.8

0.0

1.61.7

1.3

0.8

1.1

0.2

1.0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

学
会
発
表
（
国
内
）

学
会
発
表
（
海
外
）

英
語
国
際
論
文
デ
ー
タ
収
集

英
語
国
際
論
文
執
筆

国
際
共
同
研
究

困
難
を
乗
り
越
え
た
経
験

私立(n=14)

国公立(n=13)
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：経験

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：経験（Q19）

学会発表（国内） 学会発表（海外） 英語国際論文
データ収集          

英語国際論文執
筆

国際共同研究 困難を乗り越え
た経験            

６年制
１学科
制

１番目
15 2 4 7 4 12

34.1 4.5 9.1 15.9 9.1 27.3

２番目
7 6 16 7 3 5

15.9 13.6 36.4 15.9 6.8 11.4

３番目
6 10 5 8 3 11

13.6 22.7 11.4 18.2 6.8 25.0

６年制
４年制
併設

１番目
11 3 2 1 0 10

40.7 11.1 7.4 3.7 0.0 37.0

２番目
7 5 5 7 0 3

25.9 18.5 18.5 25.9 0.0 11.1

３番目
3 7 3 6 2 6

11.1 25.9 11.1 22.2 7.4 22.2

上段：回答件数 下段：割合
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５ 創薬人材育成

創薬人材育成で強調したい点：経験

創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点：経験（Q19）

学会発表（国内） 学会発表（海外） 英語国際論文
データ収集          

英語国際論文執
筆

国際共同研究 困難を乗り越え
た経験            

私立

１番目
19 2 5 7 4 17

35.2 3.7 9.3 13.0 7.4 31.5

２番目
9 8 18 10 3 6

16.7 14.8 33.3 18.5 5.6 11.1

３番目
8 13 5 11 3 13

14.8 24.1 9.3 20.4 5.6 24.1

国公立

１番目
7 3 1 1 0 5

41.2 17.6 5.9 5.9 0.0 29.4

２番目
5 3 3 4 0 2

29.4 17.6 17.6 23.5 0.0 11.8

３番目
1 4 3 3 2 4

5.9 23.5 17.6 17.6 11.8 23.5

上段：回答件数 下段：割合
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６ 連携プログラム

プログラムの有無（修業年限別）【６年制課程について】

各種研究室の有無（Q20～）

✓ 産業連携教育プログラムはあまり実施されておらず、国際連携プログラムは特に６年制・４年制併設の大学で実施されています。

Point

11.4

40.9

88.6

59.1

0% 50% 100%

産学連携教育プログラム

（例：インターンシップ、共同研究型実習）

国際連携プログラム

（留学、短期研修、海外大学との共同教育プロ

グラム）

はい                いいえ              

11.1

70.4

88.9

29.6

0% 50% 100%

■６年制１学科制(n=44) ■６年制・４年制併設(n=27)
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６ 連携プログラム

プログラムの有無（学校種別）

各種研究室の有無（６年制課程：Q20・２２）

✓ 産業連携教育プログラムはあまり実施されておらず、国際連携プログラムは特に国公立の大学では７割以上が実施しています。

Point

13

46.3

87

53.7

0% 50% 100%

産学連携教育プログラム

（例：インターンシップ、共同研究型実習）

国際連携プログラム

（留学、短期研修、海外大学との共同教育プロ

グラム）

はい                いいえ              

5.9

70.6

94.1

29.4

0% 50% 100%

■私立(n=54) ■国公立(n=17)

28.6

21.4

71.4

78.6

0% 50% 100%

産学連携教育プログラム

（例：インターンシップ、共同研究型実習）

国際連携プログラム

（留学、短期研修、海外大学との共同教育プロ

グラム）

各種研究室の有無（４年制課程：Q４２・４４）

■私立(n=14) ■国公立(n=１３)

15.4

46.2

84.6

53.8

0% 50% 100%
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６ 連携プログラム

219

産業連携教育プログラムの内容

Q21 産学連携教育プログラム（６年制課程）

連携形態、内容 期間

参加型学習

製薬企業へのインターンシップ １週間

地元職能団体と共催で有資格者対象の研修プログラム

企業にて研修 ５日間

企業とのインターンシップ １週間

講義・実習の一部を教員とともに担当いただく

地域医療の課題解決 10月～3月

大学推薦型「就業体験学習」を
企業約40社と提携して開催

企業側の裁量で
決定

Q43 産学連携教育プログラム（４年制課程）

連携形態、内容 期間

製薬企業見学（早期体験）

複数の製薬企業の工場を見学

インターンシップを通年授業として、
夏インターン、秋冬インターンへの参加を促している

企業にて研修 5日間

通年

大学推薦型「就業体験学習」を企業約40社と提携し
て開催

企業側の裁量で
決定



６ 連携プログラム

220

国際連携プログラムの内容

Q23 国際連携プログラム

国 派遣先

アメリカ

南カリフォルニア大学、ケンタッキー大学、マーサ大学、テ
ネシー大学、オルバニー薬科大学、ニューメキシコ大学、サ
ンフォード大学、アリゾナ大学、ノースカロライナ大学、ハワ
イ大学、アイオワ大学、フロリダ大学、カリフォルニア大学デ
イビス校、イリノイ大学

カナダ
アルバータ州立大学 、ヴィクトリア大学 、トロント大学附属、
SickKids病院、CCEL語学学校

イギリス
ポーツマス大学、オックスフォード大学、マンチェスター大
学、ハートフォードシャー大学

アイルランド
アイルランド王立外科医学院、アイルランド国立大学ダブリ
ン校

香港 香港科学技術大学、香港中文大学

台湾 国立台中科技大学、台北医学大学

タイ
マヒドン大学、マハサラカム大学、シーナカリンウィロート
大学、チュラロンコーン大学、コンケン大学

韓国 成均館大学

オーストリア ディーキン大学

フィリピン デラサールアラネタ大学付属語学学校

スイス バーゼル大学

ドイツ フライブルク大学

フランス リヨン大学

イタリア ミラノ大学

Q45 国際連携プログラム

国 派遣先

カナダ ヴィクトリア大学 、CCEL語学学校

イギリス オックスフォード大学、マンチェスター大学

香港 台北医学大学

タイ コンケン大学

韓国 成均館大学

オーストリア ディーキン大学

フィリピン デラサールアラネタ大学付属語学学校

スイス バーゼル大学



７ 大学卒業後の進路

卒業生の進路実績（就業年限）【６年制課程について】

創卒業生の進路実績（Q24）

✓ 修業年限に関わらず「調剤薬局・ドラッグストア」では「40～60％」や「60～80％」の割合が高くなっています。
✓ ６年制１学科制では、「製薬会社（研究）」が「０％」である大学が53.8％と他に比べて高くなっています。

Point

54.5

11.4

4.5

4.5

11.4

43.2

11.4

45.5

84.1

15.9

0

88.6

56.8

88.6

0

4.5

68.2

15.9

0

0

0

0

0

11.4

50

0

0

0

0

0

0

29.5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0% 50% 100%

製薬会社（研究）

製薬会社（研究以外：臨床

開発、薬事、市販後安全対

策、MR 等）

病院・診療所

調剤薬局・ドラッグストア

行政職（国家・地方公務員、

PMDA  等）

それ以外（医薬品開発が主

たる事業ではない企業等）

大学院進学

0% 1～20％未満 20～40％未満 40～60％未満 60～80％未満 80％以上

33.3

0

0

3.7

0

11.1

0

59.3

85.2

37

11.1

100

88.9

100

7.4

7.4

63

40.7

0

0

0

0

7.4

0

29.6

0

0

0

0

0

0

14.8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0% 50% 100%

■６年制１学科制(n=44) ■６年制・４年制併設(n=27)
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７ 大学卒業後の進路

卒業生の進路実績（学校種別）【６年制課程について】

卒業生の進路実績（Q24）

✓ 「調剤薬局・ドラッグストア」について、私立では「40～60％」と「60～80％」の割合が高くなっています。
✓ 私立では、「製薬会社（研究）」が「０％」である大学が57.1％と他に比べて高くなっています。

Point

57.4

7.4

1.9

1.9

7.4

38.9

7.4

40.7

88.9

18.5

0

92.6

61.1

92.6

1.9

3.7

70.4

16.7

0

0

0

0

0

9.3

50

0

0

0

0

0

0

31.5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0% 50% 100%

製薬会社（研究）

製薬会社（研究以外：臨床

開発、薬事、市販後安全対

策、MR 等）

病院・診療所

調剤薬局・ドラッグストア

行政職（国家・地方公務員、

PMDA  等）

それ以外（医薬品開発が主

たる事業ではない企業等）

大学院進学

0% 1～20％未満 20～40％未満 40～60％未満 60～80％未満 80％以上

11.8

5.9

5.9

11.8

5.9

5.9

5.9

82.4

70.6

41.2

17.6

94.1

94.1

94.1

5.9

11.8

52.9

52.9

0

0

0

0

11.8

0

17.6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0% 50% 100%

■私立(n=54) ■国公立(n=17)
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７ 大学卒業後の進路

卒業生の進路実績（学校種別）【４年制課程について】

卒業生の進路実績（Q４６）

✓ 私立では、大学院進学で「60～80％」が28.6％と高くなっています。
✓ 学校種別に関わらず、「製薬会社（研究）」が「０％」である大学が他に比べて高くなっています。

Point

71.4

28.6

35.7

42.9

0

21.4

28.6

57.1

50

57.1

64.3

7.1

0

14.3

14.3

0

7.1

21.4

0

0

0

0

7.1

0

0

0

0

0

7.1

28.6

0

0

0

0

14.3

21.4

0% 50% 100%

製薬会社（研究）

製薬会社（研究以外：臨床

開発、薬事、市販後安全対

策、MR 等）

製薬関連会社（CRO 、

CDMO、医薬品卸など）

行政職（国家・地方公務員、

PMDA  等）

それ以外（医薬品開発が主

たる事業ではない企業等）

大学院進学

0% 1～20％未満 20～40％未満 40～60％未満 60～80％未満 80％以上

53.8

23.1

46.2

23.1

15.4

0

23.1

61.5

46.2

76.9

84.6

23.1

23.1

7.7

7.7

0

0

0

0

7.7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

76.9

0% 50% 100%

■私立(n=１４) ■国公立(n=１３)
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７ 大学卒業後の進路

大学院に進学する割合（学校種別）【６年制課程について】

大学院に進学する割合が相対的に多い研究分野はどれですか（Q25）

✓ 「臨床系」が共通して高くなっています。
✓ 私立の大学に比べて国公立の大学は「化学系」「生物系」「物理系」の割合が高くなっています。

Point

29.6

48.1

5.6

53.7

18.5

52.9

64.7

23.5

70.6

11.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

化
学
系

生
物
系

物
理
系

臨
床
系

そ
の
他 

私立(n=５４)

国公立(n=17)
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７ 大学卒業後の進路

大学院に進学する割合（学校種別）【４年制課程について】

大学院に進学する割合が相対的に多い研究分野はどれですか（Q47）

✓ 「臨床系」と「生物系」が共通して高くなっています。
✓ 私立の大学に比べて国公立の大学は「物理系」「臨床系」の割合が高くなっています。

Point

78.6

57.1

21.4

7.1

21.4

100.0
84.6

76.9
69.2

0.0
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

化
学
系

生
物
系

物
理
系

臨
床
系

そ
の
他 

私立(n=14)

国公立(n=13)
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Ⅱ 一般アンケート
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１ 調査概要

１ 本調査の目的
本研究は、薬学部および大学院における教育を刷新し、日本の創薬力強化に直結する革新的教育プログラムを構築することを目的としています。

その第一歩として、製薬企業、治験実施機関、省庁、国立研究機関、薬系大学など、創薬に関わる幅広い立場の方々を対象とするアンケート調査を
通じて、現在の薬学教育に必要な学修事項を明らかにすることを目指します。

２ 調査対象と回収結果

調査概要

回収数

製薬会社 201

臨床試験支援企業 ８１

非臨床試験受託企業 １５

医薬品製造受託企業 ４

病院 ３６

行政など １１６

国公私立大学薬学部 ６９８

大学（薬学部以外） ２２

合計 １,１７３

3 調査方法
メールによる調査配信とインターネット回答

４ 調査期間
2025年11月4日（火）～11月25日（火）
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２ 回答者の属性

回答者の属性

回答者の所属（Q３）

✓ 回答者は、国公私立大学薬学部が59.5％、製薬会社が17.1％、臨床試験支援企業が6.9％となっています。

Point

17.1

6.9
1.3 0.3 3.1

9.9

59.5

1.9

0

20

40

60

80

製
薬
会
社

臨
床
試
験
支
援
企
業

非
臨
床
試
験
受
託
企
業

医
薬
品
製
造
受
託
企
業

病
院

行
政
な
ど

国
公
私
立
大
学
薬
学
部

大
学
（薬
学
部
以
外
）
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２ 回答者の属性

回答者の属性

回答者の立場（Q３）

✓ 全体としては、「個人の立場」で回答しているのが65.3％と多くをしていますが、製薬会社や臨床試験支援企業、非臨床試験受託企業で
は、「職場部署の立場」が半数以上を占めています。

✓ ６年制と４年制の違いについては、「よくわかる」の割合が全体で63.3％となっていますが、国公私立大学薬学部で79.2％と高く、他の機
関では、およそ４割となっています。

Point

34.7

64.1

54.3

66.7

25

33.3

19.8

25.7

31.8

65.3

35.9

45.7

33.3

75

66.7

80.2

74.3

68.2

0% 50% 100%

全体（n=1,173）

製薬会社（n=201）

臨床試験支援企業（n=81）

非臨床試験受託企業

（n=15）

医薬品製造受託企業（n=4）

病院（n=36）

行政など（n=116）

国公私立大学薬学部

（n=698）

大学（薬学部以外）（n=22）

職場部署の立場 個人の立場

63.3

38.3

42

13.3

100

41.7

39.7

79.2

59.1

30.1

50.5

39.5

53.3

47.2

45.7

19.1

31.8

6.6

11.2

18.5

33.3

11.1

14.7

1.7

9.1

0% 50% 100%

全体（n=1,173）

製薬会社（n=201）

臨床試験支援企業（n=81）

非臨床試験受託企業

（n=15）

医薬品製造受託企業

（n=4）

病院（n=36）

行政など（n=116）

国公私立大学薬学部

（n=698）

大学（薬学部以外）

（n=22）

６年制と４年制の違いがよくわかる 

６年制と４年制の違いがたいだいわかる

６年制と４年制の違いがわからない

回答者の立場（Q３）
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２ 回答者の属性

製薬会社の属性

✓ 製薬会社は「3001人以上」が44.3％、「1001人～3000人」が30.3％、「1000人以下」が25.4％となっています。
✓ 国内研究所は「保有している」が93.0％と多くを占めています。
✓ 所属する部署は、「創薬研究」が20.9％、「信頼性保証」が16.9％、「臨床開発」が16.9％と高くなっています。

Point

従業員数（Q３－１－1）

1000人

以下

25.4%

1001人

～3000

人

30.3%

3001人

以上

44.3%

国内研究所の保有（Q３－１－２）

保有して

いる        

93.0%

保有して

いない      

7.0%

所属する部署（Q３－１－３）

20.9 

10.4 

16.9 

7.0 

16.9 

5.0 6.0 5.0 
2.0 

0

20

40

創
薬
研
究            

C
M

C
 

・生
産
研
究      

臨
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開
発            

生
産
・
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薬
事                
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n
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e

)                 

M
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 (m
e

d
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a
l a

f
fa

irs
)

そ
の
他              
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２ 回答者の属性

製薬会社以外の属性

✓ 臨床試験支援企業は「CRO」が76.5％、非臨床試験受託企業は「CRO」の所属が100.0％となっています。
✓ 医療品製造受託企業は、「製造」が75.0％、病院は「治験担当部」が66.6％となっています。

Point

臨床試験支援企業の所属（Q３－２）

SMO

21.0%

CRO

76.5%

その他

2.5%

非臨床試験受託企業の所属（Q３－3）

CRO

100.0%

トランスレーショ

ナルリサーチ 

0.0%

その他

0.0%

医薬品製造受託企業の所属（Q３－4）

製造

75.0%

QA

25.0%

QC

0.0%

その他

0.0%

病院の所属（Q３－5）

治験担当

部

66.6%

薬剤部

30.6%

その他

2.8%
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２ 回答者の属性

行政の属性

✓ 行政と回答した人の所属は、「日本医療研究開発機構（AMED）」が36.2％、国立感染症研究所が25.9％、「医薬基盤・健康・栄養
研究所」が13.8％となっています。

Point

行政（Q３－６）

7.8 
5.2 

0.0 

8.6 

1.7 

13.8 

36.2 

25.9 

0.9 

0
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40

厚
生
労
働
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文
部
科
学
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特
許
庁              

P
M

D
A

                

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所

医
薬
基
盤
・健
康
・栄
養
研
究
所              

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

（AM
E

D

）

国
立
感
染
症
研
究
所

そ
の
他              
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２ 回答者の属性

大学の属性

✓ 大学に所属していると回答した人（国立私立大学薬学部・大学（薬学部以外））は「教員」がおよそ７割となっている。また、その中で
「教授」が多くを占めています。

Point

大学：立場（Q３－２）

大学学生：学年（Q３－１－２）

大学教員：肩書（Q３－１－２）

72.3

68.2

27.7

31.8

0% 50% 100%

国公私立大学薬学部（n=697）

大学（薬学部以外）（n=22）

教員 学生

47

60

17.7

26.7

15.3 17.9

13.3

2.2

0% 50% 100%

教授 准教授 講師 助教 その他

26.4

14.3

31.1

57.1

26.4

14.3

16.1

14.3

0% 50% 100%

国公私立大学薬学部（n=193）

大学（薬学部以外）（n=7）

D1 D2 D3 D4
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２ 回答者の属性

所属別の構成要素

✓ 臨床試験支援企業を除いて、すべての機関で回答者は「男」の割合が高くなっています。
✓ 年齢については、製薬会社及び行政などでは「29歳以下」が少なく、「50歳代」が多くなっています。

Point

■性別（Q4） ■年齢層（Q5）

74.6

83.8

45.9

80

66.7

66.7

80.6

74.5

80

23.9

14.9

54.1

20

33.3

29.2

19.4

23.7

20

1.4

1.4

4.2

1.7

0% 50% 100%

全体（n=769）

製薬会社（n=74）

臨床試験支援企業（n=37）

非臨床試験受託企業（n=5）

医薬品製造受託企業（n=3）

病院（n=24）

行政など（n=93）

国公私立大学薬学部（n=518）

大学（薬学部以外）（n=15）

男 女 答えたくない

25.2

18.9

16.7

3.2

33.8

33.3

17.4

16.2

35.1

20

33.3

16.7

16.1

16.6

13.3

20

23

18.9

33.3

20.8

29

18.3

13.3

23.7

41.9

18.9

20

33.3

20.8

33.3

20.1

13.3

13

16.2

8.1

60

25

18.3

10.6

26.7

0.7

2.7

0.7

0.6

0% 50% 100%

全体（n=769）

製薬会社（n=74）

臨床試験支援企業（n=37）

非臨床試験受託企業（n=5）

医薬品製造受託企業（n=3）

病院（n=24）

行政など（n=93）

国公私立大学薬学部（n=518）

大学（薬学部以外）（n=15）

29歳以下 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳以上
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２ 回答者の属性

所属別の構成要素

✓ 行政は、経験年数が「０～２年」が59.1％と短い人が多くなっています。
✓ 全体的に、10年未満がおよそ６割を占めています。

Point

■現在の部署の経験年数（Q6）

24.2

25.7

27

33.3

16.7

59.1

15

10

21.2

20.3

10.8

40

33.3

29.2

12.9

23.4

40

19.7

20.3

29.7

33.3

25

8.6

21.6

10

12.4

12.2

18.9

12.5

5.4

13.8

20

11.7

10.8

5.4

20

8.3

3.2

15

20

7.1

8.1

8.1

20

8.3

9.7

6

3.6

2.7

20

1.1

5.1

0% 50% 100%

全体（n=579）

製薬会社（n=74）

臨床試験支援企業（n=37）

非臨床試験受託企業（n=5）

医薬品製造受託企業（n=3）

病院（n=24）

行政など（n=93）

国公私立大学薬学部（n=333）

大学（薬学部以外）（n=10）

０～２年 ３～５年 ６～10年 11～15年 16～20年 21～30年 31年以上
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２ 回答者の属性

所属別の構成要素

✓ 回答者の学位は「博士」が多くを占めているが、臨床試験支援企業は、56.8％が「学士」となっています。

Point

■回答者の学位（Q7）

57.7

32.4

2.7

20

41.7

68.8

64.5

66.7

17.7

39.2

40.5

60

66.7

25

19.4

11.4

26.7

22.5

28.4

56.8

20

33.3

33.3

10.8

21.2

6.7

2.1

1.1

2.9

0% 50% 100%

全体（n=769）

製薬会社（n=74）

臨床試験支援企業（n=37）

非臨床試験受託企業（n=5）

医薬品製造受託企業（n=3）

病院（n=24）

行政など（n=93）

国公私立大学薬学部（n=518）

大学（薬学部以外）（n=15）

博士 修士 学士 準学士（高専・短大など）
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２ 回答者の属性

所属別の構成要素

✓ 専門分野は、「薬学（４年制）」が占める割合が高くなっています。
✓ 行政では「医学」が17.2％、理学が12.5％と他が占める割合も高くなっています。

Point

■回答者の専門分野（Q7-1～Q7-2）

薬学
( ４年制)  

薬学
( ３年制旧カ
リキュラム)

薬科学
（３年制）

医学 歯学 獣医学 理学 工学 農学 その他              

全体（n=444） 45.7 15.5 7.9 9.5 0.9 0.7 7 4.7 2.9 5.2

製薬会社（n=24） 75 0 0 4.2 0 0 4.2 4.2 8.3 4.2

病院（n=10） 40 10 10 40 0 0 0 0 0 0

行政など（n=64） 37.5 3.1 1.6 17.2 4.7 4.7 12.5 6.3 4.7 7.8

国公私立大学薬学部
（n=334）

46.1 19.2 9.6 7.5 0.3 0 6.3 4.2 2.1 4.8

大学（薬学部以外）（n=10） 20 20 0 10 0 0 10 20 10 10
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３ 職場

職場における配属状況

✓ 行政などを除いて、「新卒採用者がいた」は５割以上を占めています。
✓ 行政などと、非臨床試験受託企業では「中途採用者のみいた」が３割以上となっています。

Point

■過去５年での新卒採用者の有無（Q10）

56.7

67.2

59.3

53.3

50

55.6

37.9

26.7

22.9

23.5

33.3

25

19.4

37.1

16.6

10

17.3

13.3

25

25

25

0% 50% 100%

全体（n=453）

製薬会社（n=201）

臨床試験支援企業（n=81）

非臨床試験受託企業（n=15）

医薬品製造受託企業（n=4）

病院（n=36）

行政など（n=116）

新卒採用者がいた 中途採用者のみいた 新規採用で配属された人はいなかった 
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４ 採用者

採用者の学位（所属別）

✓ 新卒採用者の最終学位について、製薬会社では、新卒・中途に関わらず「修士（薬学）」、「学士（薬学）」、「修士（理学）」、「博士
（薬学）」の順番に多く、傾向に大きな違いはありません。

Point

新卒採用者 中途採用者

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社（n=181)
修士（薬学） 学士（薬学

（6 年制））
修士（理学） 博士（薬学） 修士（工学） 修士（薬学） 学士（薬学

（4 年制））
修士（理学） 博士（薬学） 学士（理学）

臨床試験支援企業
（n=67)

学士（薬学
（6 年制））

修士（薬学） 修士（理学） 学士（薬学
（4 年制））

修士
（農学）
学士（理学）

学士（薬学
（6 年制））

修士（理学） 修士（薬学）
学士（薬学（4 年制））

学士（理学）

非臨床試験受託企業
（n=1３)

修士
（農学）

修士（理学） 学士（農学） 修士（工学） 修士（薬学）
学士（理学）

学士（理学） 博士（獣医学）
修士（理学）

博士（理学） -

医薬品製造受託企業
（n=３)

修士（理学）
修士（農学）

学士（理学） - - 学士（薬学
（6 年制））

- - - -

病院
（n=２７)

学士（薬学
（6 年制））

博士（薬学） 学士（薬学（4 年制））
学士（薬科学）

修士（薬学） 学士（医学） 博士（薬学）
博士（医学）

修士（薬学） 修士（工学）
学士（薬学
（6 年制））
学士（薬学
（4 年制））

行政など
（n=８７)

博士（薬学） 学士（薬学
（6 年制））

博士（理学） 博士
（獣医学）

博士（医学） 博士（薬学） 博士（医学） 修士（薬学） 修士（理学） 博士
（獣医学）

採用者の最終学位（総合得点）（Q11 ）
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４ 採用者：資料

博士 修士 学士

薬学 医学 歯学
獣医
学

理学 工学 農学 薬学 理学 工学 農学
薬学
（６）

薬学
（４）

役科
学

医学 歯学
獣医
学

理学 工学 農学

全体
181 57 1 31 67 42 29 310 170 87 60 236 98 24 13 0 10 57 38 29

0.48 0.15 0 0.08 0.18 0.11 0.08 0.82 0.45 0.23 0.16 0.62 0.26 0.06 0.03 0 0.03 0.15 0.1 0.08

製薬会社
84 10 0 7 33 26 17 223 95 66 37 103 46 11 3 0 4 30 29 14

0.46 0.06 0 0.04 0.18 0.14 0.09 1.23 0.52 0.36 0.2 0.57 0.25 0.06 0.02 0 0.02 0.17 0.16 0.08

臨床試験
支援企業

1 0 0 0 2 0 4 50 47 6 9 60 39 7 3 0 0 16 5 9

0.01 0 0 0 0.03 0 0.06 0.75 0.7 0.09 0.13 0.9 0.58 0.1 0.04 0 0 0.24 0.07 0.13

非臨床試験
受託企業

2 0 0 3 2 0 0 4 12 5 10 0 0 0 0 0 3 9 3 6

0.15 0 0 0.23 0.15 0 0 0.31 0.92 0.38 0.77 0 0 0 0 0 0.23 0.69 0.23 0.46

医薬品製造
受託企業

0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 3 0 0 0 0 0 2 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0.67 0 0

病院
19 6 0 0 0 3 0 7 3 2 1 40 8 6 4 0 0 0 0 0

0.7 0.22 0 0 0 0.11 0 0.26 0.11 0.07 0.04 1.48 0.3 0.22 0.15 0 0 0 0 0

行政など
75 41 1 21 30 13 8 26 10 8 0 30 5 0 3 0 3 0 1 0

0.86 0.47 0.01 0.24 0.34 0.15 0.09 0.3 0.11 0.09 0 0.34 0.06 0 0.03 0 0.03 0 0.01 0

採用者の最終学位（製薬会社：従業員数別）（Q11）

博士 修士 学士

薬学 医学 歯学
獣医
学

理学 工学 農学 薬学 理学 工学 農学
薬学
（６）

薬学
（４）

役科
学

医学 歯学
獣医
学

理学 工学 農学

100０人以下
9 0 0 3 0 3 5 32 25 8 10 28 21 2 0 0 1 10 9 11

0.2 0 0 0.07 0 0.07 0.11 0.71 0.56 0.18 0.22 0.62 0.47 0.04 0 0 0.02 0.22 0.2 0.24

１００１人～
３０００人

12 0 0 3 10 8 5 73 32 25 14 20 13 1 0 0 2 17 13 3

0.22 0 0 0.06 0.19 0.15 0.09 1.35 0.59 0.46 0.26 0.37 0.24 0.02 0 0 0.04 0.31 0.24 0.06

３００１人以上
63 10 0 1 23 15 7 118 38 33 13 55 12 8 3 0 1 3 7 0

0.77 0.12 0 0.01 0.28 0.18 0.09 1.44 0.46 0.4 0.16 0.67 0.15 0.1 0.04 0 0.01 0.04 0.09 0

採用者の最終学位（総合得点）（Q11 ）

薬科
学

薬科
学
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４ 採用者：資料

採用者の最終学位（臨床試験支援企業）（Q11）

博士 修士 学士

薬学 医学 歯学
獣医
学

理学 工学 農学 薬学 理学 工学 農学
薬学
（６）

薬学
（４）

役科
学

医学 歯学
獣医
学

理学 工学 農学

全体
181 57 1 31 67 42 29 310 170 87 60 236 98 24 13 0 10 57 38 29

0.48 0.15 0 0.08 0.18 0.11 0.08 0.82 0.45 0.23 0.16 0.62 0.26 0.06 0.03 0 0.03 0.15 0.1 0.08

製薬会社
84 10 0 7 33 26 17 223 95 66 37 103 46 11 3 0 4 30 29 14

0.46 0.06 0 0.04 0.18 0.14 0.09 1.23 0.52 0.36 0.2 0.57 0.25 0.06 0.02 0 0.02 0.17 0.16 0.08

臨床試験
支援企業

1 0 0 0 2 0 4 50 47 6 9 60 39 7 3 0 0 16 5 9

0.01 0 0 0 0.03 0 0.06 0.75 0.7 0.09 0.13 0.9 0.58 0.1 0.04 0 0 0.24 0.07 0.13

非臨床試験
受託企業

2 0 0 3 2 0 0 4 12 5 10 0 0 0 0 0 3 9 3 6

0.15 0 0 0.23 0.15 0 0 0.31 0.92 0.38 0.77 0 0 0 0 0 0.23 0.69 0.23 0.46

医薬品製造
受託企業

0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 3 0 0 0 0 0 2 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0.67 0 0

病院
19 6 0 0 0 3 0 7 3 2 1 40 8 6 4 0 0 0 0 0

0.7 0.22 0 0 0 0.11 0 0.26 0.11 0.07 0.04 1.48 0.3 0.22 0.15 0 0 0 0 0

行政など
75 41 1 21 30 13 8 26 10 8 0 30 5 0 3 0 3 0 1 0

0.86 0.47 0.01 0.24 0.34 0.15 0.09 0.3 0.11 0.09 0 0.34 0.06 0 0.03 0 0.03 0 0.01 0

採用者の最終学位（製薬会社：従業員数別）（Q11）

博士 修士 学士

薬学 医学 歯学
獣医
学

理学 工学 農学 薬学 理学 工学 農学
薬学
（６）

薬学
（４）

役科
学

医学 歯学
獣医
学

理学 工学 農学

100０人以下
9 0 0 3 0 3 5 32 25 8 10 28 21 2 0 0 1 10 9 11

0.2 0 0 0.07 0 0.07 0.11 0.71 0.56 0.18 0.22 0.62 0.47 0.04 0 0 0.02 0.22 0.2 0.24

１００１人～
３０００人

12 0 0 3 10 8 5 73 32 25 14 20 13 1 0 0 2 17 13 3

0.22 0 0 0.06 0.19 0.15 0.09 1.35 0.59 0.46 0.26 0.37 0.24 0.02 0 0 0.04 0.31 0.24 0.06

３００１人以上
63 10 0 1 23 15 7 118 38 33 13 55 12 8 3 0 1 3 7 0

0.77 0.12 0 0.01 0.28 0.18 0.09 1.44 0.46 0.4 0.16 0.67 0.15 0.1 0.04 0 0.01 0.04 0.09 0

薬科
学

薬科
学
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４ 採用者

採用者の学部（所属別）

✓ 新卒採用者の学部について、製薬会社や行政などでは、「薬学」と「理学」の割合が高くなっています。

Point

採用者の最終学部として多いもの（総合得点：所属別）（Q12）

新卒採用者 中途採用者

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社
薬学
（6 年制）

薬学
（4 年制）

理学 工学 農学 薬学
（4 年制）

理学 工学 薬学
（6 年制）

農学

臨床試験支援企業
薬学
（6 年制）

薬学
（4 年制）

理学 農学 工学 薬学
（6 年制）

理学 工学 薬学
（4 年制）

農学

非臨床試験受託企業
農学 理学 工学 薬学

（6 年制）
獣医学 医学 理学 農学 獣医学 -

医薬品製造受託企業
理学 農学 - - - 薬学

（6 年制）
- - - -

病院
薬学
（6 年制）

薬学
（4 年制）

工学 理学 医学 医学 薬学
（4 年制）

獣医学 工学 -

行政など
薬学
（6 年制）

薬学
（4 年制）

理学 医学 農学 薬学
（4 年制）

理学 薬学
（6 年制）

工学 獣医学
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５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）

✓ 採用者に希望する講義科目での学習事項について、技術は「論理的思考力」、経験は「困難を乗り越えた経験」が共通している傾向にあ
る。知識と姿勢・態度については、所属で傾向が異なる傾向にあります。

✓ 製薬会社や行政などでは、新卒採用と中途採用で学んでおいてほしい講義科目に違いがあまり見られませんでした。

Point

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（Q14）

知識 技能・技術 姿勢・態度 経験

新卒採用者 中途採用者 新卒採用者 中途採用者 新卒採用者 中途採用者 新卒採用者 中途採用者

製薬会社

医療薬学の専門
知識（薬理学、
薬物動態学な
ど）

医療薬学の専門
知識（薬理学、
薬物動態学な
ど）

論理的思考力 論理的思考力 挑戦する姿勢 挑戦する姿勢
忍耐力・粘り
強さ

困難を乗り越
えた経験

困難を乗り越
えた経験

臨床試験支援企業

医療薬学の専門
知識（薬理学、
薬物動態学な
ど）

医療薬学の専門
知識（薬理学、
薬物動態学な
ど）

論理的思考力 論理的思考力 適応力 知的好奇心・
探求心

困難を乗り越
えた経験

困難を乗り越
えた経験

非臨床試験受託企業

5 ～30年前
に確立された
一般科学技術

データ分析・
統計学

実験遂行力・
技術習得

実験遂行力・
技術習得

挑戦する姿勢 挑戦する姿勢 困難を乗り越え
た経験
学会発表（国内）

困難を乗り越
えた経験

医薬品製造受託企業

製造工程に関
する専門知識

医療薬学の専門
知識（薬理学、
薬物動態学な
ど）

論理的思考力 論理的思考力 協調性
知的好奇心・
探求心
適応力

患者中心の考
え方

困難を乗り越
えた経験

ー

病院

医療薬学の専門
知識（薬理学、
薬物動態学な
ど）

創薬概論（医薬
品の研究開発か
らPVまでの流
れ）

論理的思考力 論理的思考力 知的好奇心・
探求心

知的好奇心・
探求心

困難を乗り越え
た経験
学会発表（国内）

学会発表（国
内）

行政など

5 年以内の
新たな一般科
学技術

創薬概論（医薬
品の研究開発か
らPVまでの流
れ）

論理的思考力 論理的思考力 協調性 協調性 困難を乗り越
えた経験

困難を乗り越
えた経験
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５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（採用種別）

✓ 採用の種類別に関わらず、「医療薬学の専門知識」と「５～30年前に確立された一般科学技術」が共通して高くなっています。
✓ 新卒採用では「データ分析・統計学」と「５年以内の新たな一般科学技術」が高く、中途採用では「創薬概論」が高くなっています。

Point

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（採用種別）：知識（Q14）
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５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）

✓ 企業種別では、新卒・中途採用に関わらず「医療薬学の専門知識」が共通して高くなっています。

Point

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）：知識 （Q14-1）

新卒採用者（中途採用者） 中途採用者

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

データ分析・
統計学

5 年以内の
新たな一般
科学技術

5 ～30年前
に確立され
た一般科学
技術

GxP （品質
管理・品質保
証）の理解

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

GxP （品質
管理・品質保
証）の理解

薬事関連法
規

5 ～30年前
に確立され
た一般科学
技術

製造工程に
関する専門知
識

臨床試験支援企業

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

医学の専門
知識（診断、
治療など）

創薬概論（医
薬品の研究
開発からPV
までの流れ）

データ分析・
統計学

薬事関連法
規

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

医学の専門
知識（診断、
治療など）

創薬概論（医
薬品の研究
開発からPV
までの流れ）

5 ～30年前
に確立され
た一般科学
技術

薬事関連法
規

非臨床試験受託企業

5 ～30年前
に確立され
た一般科学
技術

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

5 年以内の
新たな一般
科学技術

データ分析・
統計学

GxP （品質
管理・品質保
証）の理解

データ分析・
統計学

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

5 ～30年前
に確立され
た一般科学
技術

研究倫理（不
正防止）

GxP （品質
管理・品質保
証）の理解

医薬品製造受託企業

製造工程に
関する専門知
識

GxP （品質
管理・品質保
証）の理解

薬事関連法
規

データ分析・
統計学

創薬概論（医
薬品の研究
開発からPV
までの流れ）

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

薬事関連法
規

創薬概論（医
薬品の研究
開発からPV
までの流れ）

データ分析・
統計学

製造工程に
関する専門知
識

病院

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

薬事関連法
規

医学の専門
知識（診断、
治療など）

5 ～30年前
に確立され
た一般科学
技術

創薬概論（医
薬品の研究
開発からPV
までの流れ）

創薬概論（医
薬品の研究
開発からPV
までの流れ）

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

5 ～30年前
に確立され
た一般科学
技術

薬事関連法
規

実例を対象に
した創薬過程
の体験
（PMDAの審
査報告書を
読み解く）

行政など

5 年以内の
新たな一般
科学技術

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

5 ～30年前
に確立され
た一般科学
技術

データ分析・
統計学

創薬概論（医
薬品の研究
開発からPV
までの流れ）

創薬概論（医
薬品の研究
開発からPV
までの流れ）

医療薬学の
専門知識（薬
理学、薬物動
態学など）

5 ～30年前
に確立され
た一般科学
技術

薬事関連法
規

実例を対象に
した創薬過程
の体験
（PMDAの審
査報告書を
読み解く）
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５ 採用者に期待する要素

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など
5 ～30年前に確立された一般科学技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬物動態学な

ど）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物倫

理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発からPVまでの流

れ）                

実例を対象にした創薬過程の体験

（PMDAの審査報告書を読み解く）

医療保険制度        
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■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（知識１～５位合計）×回答者の所属別（新卒採用）

246※第１軸（寄与率 53.5％、）、第２軸（寄与率26.8％） 累積寄与率80.3％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（知識１位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業 病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科学技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬物動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物倫理、化審法

など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発からPVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体験（PMDAの審

査報告書を読み解く）

医療保険制度        
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247※第１軸（寄与率42.9％、）、第２軸（寄与率26.3％） 累積寄与率69.1％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（知識２位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業 非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院 行政など

5 ～30年前に確立された一般科学技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬物動態学

など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物倫

理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              
創薬概論（医薬品の研究開発からPVまでの流

れ）                

実例を対象にした創薬過程の体験

（PMDAの審査報告書を読み解く）

医療保険制度        
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第1軸 ×第2軸

248※第１軸（寄与率43.5％、）、第２軸（寄与率2２.８％） 累積寄与率66.４％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（知識３位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科学技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬物動

態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物倫

理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発からPVま

での流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体験

（PMDAの審査報告書を読み解く）

医療保険制度        
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249※第１軸（寄与率34.3％、）、第２軸（寄与率27.5％） 累積寄与率61.7％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（知識１～５位合計）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業 病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科

学技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、

薬物動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理

解        

医学の専門知識（診断、治療な

ど）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動

物倫理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発か

らPVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体

験（PMDAの審査報告書を読み解

く）
医療保険制度        
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第1軸 ×第2軸

250※第１軸（寄与率48.5％、）、第２軸（寄与率24.1％） 累積寄与率72.5％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（知識１位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科学

技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬

物動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療な

ど）        
データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発から

PVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体

験（PMDAの審査報告書を読み解

く）

医療保険制度        
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第1軸 ×第2軸

251※第１軸（寄与率49.4％、）、第２軸（寄与率2２.3％） 累積寄与率71.7％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（知識２位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科学

技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬

物動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物

倫理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発から

PVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体験

（PMDAの審査報告書を読み解く）

医療保険制度        
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-2 -1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2

第
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第1軸 ×第2軸

252※第１軸（寄与率44.4％、）、第２軸（寄与率25.7％） 累積寄与率70.1％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（知識３位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院
行政など

5 ～30年前に確立された一般科学

技術      5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬

物動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規研究関連法規（カルタヘナ法、動物

倫理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）
特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発から

PVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体験

（PMDAの審査報告書を読み解く）

医療保険制度        
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253※第１軸（寄与率48.4％、）、第２軸（寄与率23.5％） 累積寄与率71.9％



５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（採用種別）

✓ 採用の種類別に関わらず、「論理的思考力」と「コミュニケーションスキル」が共通して高くなっています。
✓ 新卒採用では「実験遂行力・技術習得」が高く、中途採用では「文章作成能力（日本語研究要旨程度）」が高くなっています。

Point

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項：技能・技術（Q14-2）
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５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）

✓ 企業種別では、新卒・中途採用に関わらず「論理的思考力」と「コミュニケーションスキル」が共通して高くなっています。

Point

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）：技能・技術（Q14-2）

新卒採用者（中途採用者） 中途採用者

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社

論理的思考力 コミュニケー
ションスキル

実験遂行力・
技術習得

文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

研究企画・立
案力

論理的思考力 コミュニケー
ションスキル

文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

自己管理力 実験遂行力・
技術習得

臨床試験支援企業
論理的思考力 コミュニケー

ションスキル
文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

自己管理力 プレゼンテー
ション能力 

論理的思考力 コミュニケー
ションスキル

自己管理力 プレゼンテー
ション能力 

文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

非臨床試験受託企業

実験遂行力・
技術習得

コミュニケー
ションスキル

論理的思考力 文章作成能力（日本語研究要旨
程度）
文章作成能力（英語研究要旨程
度

実験遂行力・
技術習得

論理的思考力 コミュニケー
ションスキル

自己管理力 文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

医薬品製造受託企業
論理的思考力 コミュニケーションスキル

文章作成能力（日本語研究要旨
程度）

実験遂行力・技術習得
自己管理力

論理的思考力 コミュニケー
ションスキル

自己管理力

ー ー

病院
論理的思考力 自己管理力 コミュニケー

ションスキル
文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

プレゼンテー
ション能力

論理的思考力 臨床現場の経
験

コミュニケー
ションスキル

臨床試験デザ
イン

文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

行政など
論理的思考力 コミュニケー

ションスキル
実験遂行力・
技術習得

文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

プロジェクト
マネジメント
能力

論理的思考力 コミュニケー
ションスキル

実験遂行力・
技術習得

文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

プロジェクト
マネジメント
能力

255



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術１～５位合計）×回答者の所属別（新卒採用）

256※第１軸（寄与率53.0％、）、第２軸（寄与率２6.6％） 累積寄与率79.5％

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究

要旨程度）

文章作成能力（英語研究要

旨程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          
コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術１位）×回答者の所属別（新卒採用）

257

製薬会社
臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究要

旨程度）

文章作成能力（英語研究要旨

程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          

コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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※第１軸（寄与率58.4％、）、第２軸（寄与率２０．８％） 累積寄与率79.2％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術２位）×回答者の所属別（新卒採用）

258

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得論理的思考力

文章作成能力（日本語研究

要旨程度）

文章作成能力（英語研究要

旨程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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※第１軸（寄与率55.1％、）、第２軸（寄与率25.2％） 累積寄与率80.2％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術３位）×回答者の所属別（新卒採用）

259

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院
行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究

要旨程度）

文章作成能力（英語研究要

旨程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            
自己管理力          

コミュニケーションスキル                

臨床試験デザイン    
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※第１軸（寄与率40.2％、）、第２軸（寄与率27.2％） 累積寄与率67.4％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術１～５位合計）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力
文章作成能力（日本語研究要

旨程度）

文章作成能力（英語研究要旨

程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          

コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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260※第１軸（寄与率48.5％、）、第２軸（寄与率29.2％） 累積寄与率77.7％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術１位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究

要旨程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    
プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          

コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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261※第１軸（寄与率53.4％、）、第２軸（寄与率26.5％） 累積寄与率79.9％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術２位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研

究要旨程度）

文章作成能力（英語研究

要旨程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能

力            

自己管理力          

コミュニケーションスキル                
臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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262※第１軸（寄与率49.5％、）、第２軸（寄与率19.1％） 累積寄与率68.6％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術３位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究要

旨程度）

文章作成能力（英語研究要旨

程度）

プレゼンテーション能力                  
研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          

コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      
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263※第１軸（寄与率35.1％、）、第２軸（寄与率30.6％） 累積寄与率65.7％



５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（採用種別）

✓ 採用の種類別に関わらず、「知的好奇心・探求心」と「挑戦する姿勢」、「協調性」が共通して高く、いずれも「研究指導力」は低くなっていま
す。

Point

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項：姿勢・態度（Q14-3）
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５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）

✓ 製薬会社、非臨床試験受託企業では、新卒・中途に関わらず「挑戦する姿勢」が高くなっています。
✓ 行政などでは、新卒・中途に関わらず「協調性」が高くなっています。

Point

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項：姿勢・態度（Q14-3）

新卒採用者（中途採用者） 中途採用者

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社
挑戦する
姿勢

知的好奇
心・探求心

忍耐力・粘
り強さ

協調性 造性・革新
性

挑戦する姿勢
忍耐力・粘り強さ

協調性 知的好奇
心・探求心

適応力

臨床試験支援企業
適応力 挑戦する

姿勢
知的好奇
心・探求心

協調性 忍耐力・粘
り強さ

知的好奇
心・探求心

適応力 挑戦する
姿勢

協調性 忍耐力・粘
り強さ

非臨床試験受託企業
挑戦する
姿勢

協調性 適応力 忍耐力・粘
り強さ

知的好奇
心・探求心

挑戦する
姿勢

忍耐力・粘り強さ
協調性

知的好奇
心・探求心

適応力

医薬品製造受託企業

知的好奇心・探求心
協調性
適応力

忍耐力・粘り強さ
造性・革新性

患者中心
の考え方

協調性 適応力
知的好奇
心・探求心

―

病院
協調性 知的好奇

心・探求心
患者中心
の考え方

適応力 挑戦する
姿勢

知的好奇
心・探求心

挑戦する
姿勢

造性・革新
性

協調性 患者中心
の考え方

行政など
知的好奇
心・探求心

協調性 挑戦する
姿勢

忍耐力・粘
り強さ

適応力 協調性 知的好奇
心・探求心

挑戦する
姿勢

適応力 造性・革新
性

265



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度１～５位合計）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業医薬品製造受託企業

病院

行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      

協調性              
忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    
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266※第１軸（寄与率38.5％、）、第２軸（寄与率29.3％） 累積寄与率67.7％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度１位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業 医薬品製造受託企業

病院

行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    
適応力              

患者中心の考え方    
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第1軸 ×第2軸

267※第１軸（寄与率48.0％、）、第２軸（寄与率27.0％） 累積寄与率75.0％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度２位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業 非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など
知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        研究指導力          

創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    
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第1軸 ×第2軸

268※第１軸（寄与率47.7％、）、第２軸（寄与率21.7％） 累積寄与率69.4％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度３位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業 非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      

協調性              
忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    
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第1軸 ×第2軸

269※第１軸（寄与率40.8％、）、第２軸（寄与率26.0％） 累積寄与率66.7％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度１～５位合計）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    
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第1軸 ×第2軸

270※第１軸（寄与率60.0％、）、第２軸（寄与率18.6％） 累積寄与率78,6％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度１位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              
患者中心の考え方    
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第1軸 ×第2軸

271※第１軸（寄与率42.9％、）、第２軸（寄与率33.0％） 累積寄与率75.8％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度２位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        
創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    
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272※第１軸（寄与率48.2％、）、第２軸（寄与率27.2％） 累積寄与率75.4％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度３位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

-2 -1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2 2.5

第
2
軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

273※第１軸（寄与率42.6％、）、第２軸（寄与率29.5％） 累積寄与率72.0％



５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（採用種別）

✓ 採用の種類別に関わらず、「困難を乗り越えた経験」「学会発表（国内）」が共通して高く、いずれも「国際共同研究」は低くなっています。

Point

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項：経験（Q14-4）
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５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）

✓ 新卒・中途に関わらず「困難を乗り越えた経験」と「学会発表（国内）」が最も高くなっています。

Point

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項：経験（Q14-4）

新卒採用者（中途採用者） 中途採用者

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社

困難を乗り越
えた経験

学会発表（国
内）

英語国際論文
データ収集

学会発表（海
外）

英語国際論文
執筆

困難を乗り越
えた経験

学会発表（国
内）

英語国際論文
データ収集

学会発表（海
外）

英語国際論文
執筆

臨床試験支援企業
困難を乗り越
えた経験

学会発表（国
内）

英語国際論文
データ収集

学会発表（海
外）

英語国際論文
執筆
国際共同研究

困難を乗り越
えた経験

学会発表（国
内）

学会発表（海
外）

英語国際論文
データ収集

英語国際論文
執筆

非臨床試験受託企業
困難を乗り越えた経験
学会発表（国内）

英語国際論文
データ収集

英語国際論文
執筆

学会発表（海
外）

困難を乗り越
えた経験

学会発表（国内）
英語国際論文データ収集

学会発表（海
外）

英語国際論文
執筆

医薬品製造受託企業
困難を乗り越
えた経験

学会発表（国
内） ―

学会発表（海
外）

英語国際論文
執筆 ― ― ― ― ―

病院

困難を乗り越えた経験
学会発表（国内）

英語国際論文
データ収集

英語国際論文
執筆

学会発表（海
外）

学会発表（国
内）

困難を乗り越
えた経験

学会発表（海
外）

英語国際論文
データ収集

英語国際論文
執筆

行政など
困難を乗り越
えた経験

英語国際論文
データ収集

英語国際論文
執筆

学会発表（国
内）

学会発表（海
外）

困難を乗り越
えた経験

学会発表（国
内）

英語国際論文
データ収集

英語国際論文
執筆

学会発表（海
外）
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５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（経験１～５位合計）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験
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276※第１軸（寄与率58.7％、）、第２軸（寄与率27.8％） 累積寄与率86.5％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（経験１位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社
臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収

集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験
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第1軸 ×第2軸

277※第１軸（寄与率66.7％、）、第２軸（寄与率18.3％） 累積寄与率85.1％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（経験２位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など 学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験
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第1軸 ×第2軸

278※第１軸（寄与率62.6％、）、第２軸（寄与率23.7％） 累積寄与率86.3％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（経験３位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収

集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        困難を乗り越えた経験
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279※第１軸（寄与率59.2％、）、第２軸（寄与率28.3％） 累積寄与率87.5％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（経験１～５位合計）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など
学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収

集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験
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第1軸 ×第2軸

280※第１軸（寄与率60.8％、）、第２軸（寄与率26.3％） 累積寄与率87.1％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（経験１位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

学会発表（国内） 学会発表（海外）

英語国際論文データ収集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験
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第1軸 ×第2軸

281※第１軸（寄与率72.8％、）、第２軸（寄与率23.7％） 累積寄与率96.5％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（経験２位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収

集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験
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282※第１軸（寄与率46.3％、）、第２軸（寄与率29.0％） 累積寄与率75.2％



５ 採用者に期待する要素

■大学の講義科目で学んでおいて欲しい学修事項（経験３位）×回答者の所属別（中途採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など
学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        
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第1軸 ×第2軸

283※第１軸（寄与率42.9％、）、第２軸（寄与率36.1％） 累積寄与率79.0％



５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）

✓ 研究活動で学んでおいてほしい学修事項は、新卒・中途採用に関わらず、共通している傾向にあります。

Point

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項：全体（Q1５）

知識 技能・技術 姿勢・態度 経験

新卒採用者 中途採用者 新卒採用者 中途採用者 新卒採用者 中途採用者 新卒採用者 中途採用者

製薬会社
データ分析・統
計学

医療薬学の専門
知識（薬理学、薬
物動態学など）

論理的思考力 論理的思考力 挑戦する姿勢 挑戦する姿勢 困難を乗り越え
た経験 

困難を乗り越え
た経験 

臨床試験支援企業

医療薬学の専門
知識（薬理学、薬
物動態学など）

医療薬学の専門
知識（薬理学、薬
物動態学など）

論理的思考力 論理的思考力 知的好奇心・探
求心 

知的好奇心・探
求心 

困難を乗り越え
た経験 

困難を乗り越え
た経験 

非臨床試験受託企業

医療薬学の専門
知識（薬理学、薬
物動態学など）

5 ～30年前に
確立された一般
科学技術

実験遂行力・技
術習得

実験遂行力・技
術習得 

知的好奇心・探
求心 

挑戦する姿勢 学会発表
（国内）

困難を乗り越え
た経験 

医薬品製造受託企業
データ分析・統
計学

医療薬学の専門
知識（薬理学、薬
物動態学など）

論理的思考力 論理的思考力 協調性 
忍耐力・粘り強
さ 

患者中心の考え
方 

困難を乗り越え
た経験 ―

病院

医療薬学の専門
知識（薬理学、薬
物動態学など）

医療薬学の専門
知識（薬理学、薬
物動態学など）

論理的思考力 臨床現場の経験 知的好奇心・探
求心 

知的好奇心・探
求心 

学会発表
（国内）

困難を乗り越え
た経験 

行政など
5 年以内の新た
な一般科学技術

5 年以内の新た
な一般科学技術

論理的思考力 論理的思考力 知的好奇心・探
求心 

知的好奇心・探
求心 

困難を乗り越え
た経験 

困難を乗り越え
た経験 

284



５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（採用種別）

✓ 新卒・中途に関わらず、「医療薬学の専門知識」「５年以内の新たな一般科学技術」が高くなっています。
✓ 新卒の採用では、「データ分析・統計学」が高い傾向にあります。

Point

■大学の研究科目で学んでおいて欲しい学修事項：知識（Q1５-1）
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５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）

✓ 製薬会社、行政などでは、新卒・中途採用に関わらず、求める知識に大きな違いはありません。

Point

■大学の研究科目で学んでおいて欲しい学修事項：知識（Q1５-1）

新卒採用者（中途採用者） 中途採用者

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社

データ分析・
統計学

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

5 年以内の
新たな一般科
学技術

AI技術の活
用

5 ～30年前
に確立された
一般科学技術

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

データ分析・
統計学

5 年以内の
新たな一般科
学技術

AI技術の活
用

GxP （品質
管理・品質保
証）の理解
製造工程に関
する専門知識

臨床試験支援企業

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

データ分析・
統計学

5 年以内の新たな一般科学技
術
AI技術の活用

医学の専門知
識（診断、治
療など）

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

5 ～30年前
に確立された
一般科学技術

医学の専門知
識（診断、治
療など）

5 年以内の
新たな一般科
学技術

創薬概論（医
薬品の研究開
発からPVま
での流れ）

非臨床試験受託企業

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

5 年以内の
新たな一般科
学技術

5 ～30年前
に確立された
一般科学技術

データ分析・
統計学

研究関連法規
（カルタヘナ
法、動物倫理、
化審法など）

5 ～30年前
に確立された
一般科学技術

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

GxP （品質
管理・品質保
証）の理解

データ分析・
統計学

研究倫理（不
正防止）

医薬品製造受託企業

データ分析・
統計学

5 ～30年前に確立された一般
科学技術
5 年以内の新たな一般科学技
術

AI技術の活
用 ―

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

― ― ― ―

病院

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

データ分析・
統計学

研究倫理（不
正防止）

5 年以内の
新たな一般科
学技術

医学の専門知
識（診断、治
療など）

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

5 年以内の
新たな一般科
学技術

創薬概論（医
薬品の研究開
発からPVま
での流れ）

データ分析・統計学
AI技術の活用

行政など

5 年以内の
新たな一般科
学技術

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

5 ～30年前
に確立された
一般科学技術

データ分析・
統計学

研究倫理（不
正防止）

5 年以内の
新たな一般科
学技術

医療薬学の専
門知識（薬理
学、薬物動態
学など）

データ分析・
統計学

5 ～30年前
に確立された
一般科学技術

GxP （品質
管理・品質保
証）の理解

286



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（知識１～５位合計）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院 行政など

5 ～30年前に確立された一般科学技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬物動

態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物倫

理、化審法など）          研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発からPVま

での流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体験

（PMDAの審査報告書を読み解く）

医療保険制度        
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287※第１軸（寄与率50.8％、）、第２軸（寄与率28.4％） 累積寄与率79.2％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（知識１位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科

学技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、

薬物動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理

解        

医学の専門知識（診断、治療な

ど）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動

物倫理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

創薬概論（医薬品の研究開発か

らPVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体

験（PMDAの審査報告書を読み解

く）

医療保険制度        
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288※第１軸（寄与率40.1％、）、第２軸（寄与率36.0％） 累積寄与率76.2％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（知識２位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科学技

術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬物

動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物

倫理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発からPV

までの流れ）                
実例を対象にした創薬過程の体験

（PMDAの審査報告書を読み解く）

医療保険制度        
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第1軸 ×第2軸

289※第１軸（寄与率33.9％、）、第２軸（寄与率28.6％） 累積寄与率62.5％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（知識３位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科学

技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬

物動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物

倫理、化審法など）          

研究倫理（不正防…

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発から

PVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体験

（PMDAの審査報告書を読み解く）

医療保険制度        
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290※第１軸（寄与率45.9％、）、第２軸（寄与率22.4％） 累積寄与率68.3％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（知識１～５位合計）×回答者の所属別（中途採用）

291

製薬会社

臨床試験支援企業
非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科学

技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬

物動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物

倫理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              創薬概論（医薬品の研究開発から

PVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体験

（PMDAの審査報告書を読み解く）医療保険制度        
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※第１軸（寄与率54.7％、）、第２軸（寄与率19.6％） 累積寄与率74.3％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（知識１位）×回答者の所属別（中途採用）

292

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科学

技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬

物動態学など）                
製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物

倫理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発から

PVまでの流れ）                
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※第１軸（寄与率49.0％、）、第２軸（寄与率23.0％） 累積寄与率72.1％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（知識２位）×回答者の所属別（中途採用）

293

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般科

学技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬

物動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理

解        

医学の専門知識（診断、治療な

ど）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動

物倫理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発か

らPVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体

験（PMDAの審査報告書を読み解

く）
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第1軸 ×第2軸

※第１軸（寄与率51.2％、）、第２軸（寄与率22.8％） 累積寄与率73.9％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（知識３位）×回答者の所属別（中途採用）

294

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

5 ～30年前に確立された一般

科学技術      

5 年以内の新たな一般科学技

術            

医療薬学の専門知識（薬理

学、薬物動態学など）                
製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の

理解        

医学の専門知識（診断、治療

など）        
データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規
研究関連法規（カルタヘナ法、

動物倫理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発

からPVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の

体験（PMDAの審査報告書を

読み解く）

医療保険制度        
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※第１軸（寄与率35.3％、）、第２軸（寄与率28.9％） 累積寄与率64.2％



５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（採用種別）

✓ 新卒・中途採用に関わらず、「論理的思考力」が最も高く、「実験遂行力・技術習得」と「コミュニケーションスキル」も高くなっています。

Point

■大学の研究科目で学んでおいて欲しい学修事項：技能・技術（Q1５-2）
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５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）

✓ 非臨床試験受託企業では「実験遂行力・技術取得」が高いが、他では「論理的思考力」が高くなっています。

Point

■大学の研究科目で学んでおいて欲しい学修事項：技能・技術（Q1５-2）

新卒採用者（中途採用者） 中途採用者

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社

論理的思考力 実験遂行力・
技術習得

コミュニケー
ションスキル

プレゼンテー
ション能力

研究企画・立
案力

論理的思考力 コミュニケー
ションスキル 

文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

実験遂行力・
技術習得 

プレゼンテー
ション能力 

臨床試験支援企業
論理的思考力 コミュニケー

ションスキル
文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

プレゼンテー
ション能力

自己管理力 論理的思考力 コミュニケー
ションスキル 

プレゼンテーション能力 
プロジェクトマネジメント能力 

研究企画・立
案力 
自己管理力 

非臨床試験受託企業
実験遂行力・
技術習得

コミュニケー
ションスキル

論理的思考力 研究企画・立
案力

文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

実験遂行力・
技術習得 

論理的思考力 文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）

コミュニケー
ションスキル 

研究企画・立
案力 
自己管理力 

医薬品製造受託企業
論理的思考力 実験遂行力・技術習得

コミュニケーションスキル
文章作成能力（日本語研究要旨
程度）
自己管理力

論理的思考力 コミュニケー
ションスキル ― ― ―

病院
論理的思考力 プレゼンテー

ション能力
文章作成能力（日本語研究要旨程度）
自己管理力
コミュニケーションスキル

臨床現場の経
験 

コミュニケー
ションスキル 

臨床試験デザ
イン 

研究企画・立案力 
自己管理力 

行政など

論理的思考力 実験遂行力・
技術習得

コミュニケー
ションスキル

研究企画・立
案力 

プレゼンテー
ション能力 

論理的思考力 実験遂行力・
技術習得 

コミュニケー
ションスキル 

プレゼンテー
ション能力 

文章作成能力
（日本語研究
要旨程度）
研究企画・立
案力 
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５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術１～５位合計）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究

要旨程度）
文章作成能力（英語研究要

旨程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    
プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          
コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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297※第１軸（寄与率56.3％、）、第２軸（寄与率21.3％） 累積寄与率77.6％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術１位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究

要旨程度）

文章作成能力（英語研究要

旨程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          

コミュニケーションスキル                
臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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298※第１軸（寄与率55.4％、）、第２軸（寄与率23.0％） 累積寄与率78.4％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術２位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研

究要旨程度）

文章作成能力（英語研究

要旨程度）プレゼンテーション能力                  研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能

力            

自己管理力          

コミュニケーションスキル                
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299※第１軸（寄与率56.8％、）、第２軸（寄与率27.2％） 累積寄与率84.0％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術３位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院
行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究

要旨程度）

文章作成能力（英語研究要

旨程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          

コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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300※第１軸（寄与率41.0％、）、第２軸（寄与率28.0％） 累積寄与率68.9％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術１～５位合計）×回答者の所属別（中途採用）

301

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究

要旨程度）

文章作成能力（英語研究要

旨程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          

コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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※第１軸（寄与率48.0％、）、第２軸（寄与率34.1％） 累積寄与率82.1％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術１位）×回答者の所属別（中途採用）

302

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究要旨程

度）

文章作成能力（英語研究要旨程

度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          

コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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※第１軸（寄与率53.2％、）、第２軸（寄与率33.9％） 累積寄与率87.1％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術２位）×回答者の所属別（中途採用）

303

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究要旨程

度）

文章作成能力（英語研究要旨程

度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            
自己管理力          

コミュニケーションスキル                

臨床現場の経験      

臨床試験デザイン    
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※第１軸（寄与率53.0％、）、第２軸（寄与率25.6％） 累積寄与率78.7％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（技能・技術３位）×回答者の所属別（中途採用）

304

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究要

旨程度）

文章作成能力（英語研究要旨

程度）

プレゼンテーション能力                  

研究企画・立案力    

プロジェクトマネジメント能力            

自己管理力          
コミュニケーションスキル                

臨床試験デザイン    
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※第１軸（寄与率47.5％、）、第２軸（寄与率26.8％） 累積寄与率74.3％



５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（採用種別）

✓ 新卒・中途採用に関わらず、「知的好奇心・探求心」「忍耐力・粘り強さ」が高くなっています。

Point

■大学の研究科目で学んでおいて欲しい学修事項：姿勢・態度（Q1５-3）
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５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（所属別）

✓ 所属に関わらず「挑戦する姿勢」と「知的好奇心・探求心」「忍耐力・粘り強さ」が共通して高くなっています。

Point

■大学の研究科目で学んでおいて欲しい学修事項：姿勢・態度（Q1５-3）

新卒採用者（中途採用者） 中途採用者

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社

挑戦する姿勢 知的好奇心・
探求心 

忍耐力・粘り
強さ

協調性 創造性・革新
性 

挑戦する姿勢 知的好奇心・
探求心 

忍耐力・粘り
強さ 

協調性 創造性・革新
性

臨床試験支援企業
知的好奇心・
探求心 

挑戦する姿勢 忍耐力・粘り
強さ 

協調性 適応力 知的好奇心・
探求心 

挑戦する姿勢 協調性 適応力 忍耐力・粘り
強さ 

非臨床試験受託企業
知的好奇心・
探求心 

挑戦する姿勢 忍耐力・粘り強さ 
協調性 

適応力 挑戦する姿勢 知的好奇心・探求心 
忍耐力・粘り強さ 

協調性 患者中心の考
え方 

医薬品製造受託企業
協調性 
忍耐力・粘り強さ 

知的好奇心・
探求心 

創造性・革新性 
適応力 

患者中心の考
え方 

忍耐力・粘り
強さ ― ― ―

病院
知的好奇心・
探求心 

挑戦する姿勢 忍耐力・粘り
強さ 

適応力 創造性・革新
性 
協調性 

知的好奇心・
探求心 

挑戦する姿勢 患者中心の考
え方 

創造性・革新
性

協調性 

行政など
知的好奇心・
探求心 

挑戦する姿勢 協調性 忍耐力・粘り
強さ 

創造性・革新
性 

知的好奇心・
探求心 

挑戦する姿勢 協調性 
適応力 

忍耐力・粘り
強さ 

306



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度１～５位合計）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      
協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    
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307※第１軸（寄与率35.4％、）、第２軸（寄与率28.2％） 累積寄与率63.6％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度１位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など
知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    
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308※第１軸（寄与率39.9％、）、第２軸（寄与率33.5％） 累積寄与率73.3％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度２位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院
行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    

-2.5

-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

-3 -2 -1 0 1 2 3 4

第
2
軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

309※第１軸（寄与率39.8％、）、第２軸（寄与率29.9％） 累積寄与率69.7％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度３位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      協調性              

忍耐力・粘り強さ    適応力              

患者中心の考え方    

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

2.5

-1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

第
2
軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

310※第１軸（寄与率52.0％、）、第２軸（寄与率21.5％） 累積寄与率73.5％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度１～５位合計）×回答者の所属別（中途採用）

311

製薬会社
臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    

-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

-1 0 1 2 3 4 5

第
2
軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

※第１軸（寄与率57.5％、）、第２軸（寄与率22.8％） 累積寄与率80.3％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度１位）×回答者の所属別（中途採用）

312

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院
行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

創造性・革新性      

協調性              
忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    

-2.5

-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

-1 0 1 2 3 4 5 6

第
2
軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

※第１軸（寄与率55.4％、）、第２軸（寄与率27.8％） 累積寄与率83.3％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度２位）×回答者の所属別（中途採用）

313

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

2.5

-3 -2.5 -2 -1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5

第
2
軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

※第１軸（寄与率59.1％、）、第２軸（寄与率23.6％） 累積寄与率82.7％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（姿勢・態度３位）×回答者の所属別（中途採用）

314

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

知的好奇心・探求心  

挑戦する姿勢        

研究指導力          

創造性・革新性      

協調性              

忍耐力・粘り強さ    

適応力              

患者中心の考え方    

-2

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

-3.5 -3 -2.5 -2 -1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5

第
2
軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

※第１軸（寄与率54.7％、）、第２軸（寄与率25.0％） 累積寄与率79.7％



５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（採用種別）

✓ 新卒・中途採用に関わらず、「困難を乗り越えた経験」「学会発表（国内）」が高くなっています。

Point

■大学の研究科目で学んでおいて欲しい学修事項：経験（Q1５-4）

2.4

1.4 1.3 1.4

0.4

3.1

2.1

1.3 1.2 1.3

0.5

2.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

学
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発
表
（国
内
）

学
会
発
表
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外
）

英
語
国
際
論
文
デ
ー
タ
収
集          

英
語
国
際
論
文
執
筆

国
際
共
同
研
究

困
難
を
乗
り
越
え
た
経
験            

新卒

中途

315



５ 採用者に期待する要素

採用者に大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（講義科目）

✓ 所属に関わらず「困難を乗り越えた経験」と「学会発表（国内）」が共通して高くなっています。

Point

■大学の研究科目で学んでおいて欲しい学修事項：経験（Q1５-4）

新卒採用者（中途採用者） 中途採用者

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社

困難を乗り越
えた経験 

学会発表
（国内）

学会発表
（海外）

英語国際論文
執筆

英語国際論文
データ収集 

困難を乗り越
えた経験 

学会発表（国
内）

英語国際論文
データ収集

学会発表（海
外）

英語国際論文
執筆

臨床試験支援企業
困難を乗り越
えた経験 

学会発表
（国内）

英語国際論文
データ収集 

学会発表
（海外）

英語国際論文
執筆

困難を乗り越
えた経験 

学会発表（国
内）

学会発表（海
外）

英語国際論文
データ収集 

英語国際論文
執筆

非臨床試験受託企業
学会発表
（国内）

困難を乗り越
えた経験 

英語国際論文
データ収集 

学会発表
（海外）

英語国際論文
執筆

困難を乗り越
えた経験 

学会発表（国内）
英語国際論文データ収集

英語国際論文
執筆

国際共同研
究

医薬品製造受託企業
困難を乗り越
えた経験 

学会発表
（国内） ― ― ― ― ― ― ― ―

病院
学会発表
（国内）

困難を乗り越
えた経験 

英語国際論文
データ収集

英語国際論文
執筆

学会発表
（海外）

困難を乗り越
えた経験 

英語国際論文
執筆

学会発表（国
内）

学会発表（海
外）

英語国際論文
データ収集 

行政など
困難を乗り越
えた経験 

英語国際論文
執筆

学会発表（国
内）

英語国際論文
データ収集

学会発表（海
外）

困難を乗り越
えた経験 

学会発表（国
内）

学会発表（海
外）

英語国際論文
執筆

英語国際論文
データ収集 

316



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（経験１～５位合計）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社
臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験

-1

-0.8

-0.6

-0.4

-0.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

-3 -2.5 -2 -1.5 -1 -0.5 0 0.5 1第
2
軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

317※第１軸（寄与率57.6％、）、第２軸（寄与率20.6％） 累積寄与率78.2％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（経験１位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

-1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5第
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軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

318※第１軸（寄与率83.0％、）、第２軸（寄与率9.7％） 累積寄与率92.7％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（経験２位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

医薬品製造受託企業

病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収

集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験

-6

-5

-4

-3
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0

1

2

-1 0 1 2 3 4 5

第
2
軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

319※第１軸（寄与率50.6％、）、第２軸（寄与率33.1％） 累積寄与率83.8％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（経験３位）×回答者の所属別（新卒採用）

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収

集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験

-1.2

-1

-0.8

-0.6

-0.4
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0
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第
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第1軸

第1軸 ×第2軸

320※第１軸（寄与率72.2％、）、第２軸（寄与率20.0％） 累積寄与率92.2％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（経験１～５位合計）×回答者の所属別（中途採用）

321

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集                  

英語国際論文執筆
国際共同研究        

困難を乗り越えた経験

-1

-0.8

-0.6
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第
2
軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

※第１軸（寄与率58.2％、）、第２軸（寄与率25.5％） 累積寄与率83.7％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（経験１位）×回答者の所属別（中途採用）

322

製薬会社
臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験
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0

0.5

1

1.5
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軸

第1軸

第1軸 ×第2軸

※第１軸（寄与率68.2％、）、第２軸（寄与率17.1％） 累積寄与率85.4％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（経験２位）×回答者の所属別（中途採用）

323

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験
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第1軸 ×第2軸

※第１軸（寄与率62.7％、）、第２軸（寄与率21.3％） 累積寄与率84.0％



５ 採用者に期待する要素

■大学の研究活動で学んでおいて欲しい学修事項（経験３位）×回答者の所属別（中途採用）

324

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集                  

英語国際論文執筆

国際共同研究        

困難を乗り越えた経験
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第1軸 ×第2軸

※第１軸（寄与率52.5％、）、第２軸（寄与率27.0％） 累積寄与率79.4％



６ 学習の時期

各学修項目を学ぶのに最もよい時期（６年制課程）

✓ 多くの項目が、「学部」で学ぶのがよい時期との回答が多いが、「製造工程に関する専門知識」や「GxP（品質管理・品質保証）の理解」、
「実例を対象にした創薬過程の体験（PMDAの審査報告書を読み解く）」は、「就職後」がおよそ３割となっています。

Point

■学ぶべき時期：知識（Q16-1）

93.4

56.4

91.3

41.4

49.8

64.5

72.9

61.7

79.3

64.1

73.2

34.9

71.1

33.2
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5.3

15.7

11.3
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20.9
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15.7

28.6
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0.3

3.7

2

2.6

0.7

1.7

0.7

1.6

0.4

1.6

0.5

4.2

3.5

2.9

2.1

1.4

5.4

4.2

4.5

2.5

4.6
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3.7
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3.4

2.6

4.8

4.7

0% 50% 100%

5 ～30年前に確立された一般科学技術

5 年以内の新たな一般科学技術

医療薬学の専門知識（薬理学、薬物動態学など）

製造工程に関する専門知識

GxP （品質管理・品質保証）の理解

医学の専門知識（診断、治療など）

データ分析・統計学

AI技術の活用

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物倫理、化審法など）

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識

創薬概論（医薬品の研究開発からPVまでの流れ）

実例を対象にした創薬過程の体験（PMDAの審査報

告書を読み解く）

医療保険制度

学部                博士( ４年制)       就職後              学修する必要はない  わからない          325



６ 学習の時期

各学修項目を学ぶのに最もよい時期（６年制課程）

✓ 多くの項目が、「学部」で学ぶのがよい時期との回答が多いが、「文章作成能力（英語研究要旨程度）」「研究企画・立案力」「プロジェク
トマネジメント能力」は「博士（４年制）」が５～６割と高くなっています。

✓ また、プロジェクトマネジメント能力」と「臨床試験デザイン」は、「就職後」が３～４割となっています。

Point

■学ぶべき時期：技能・技術（Q16-２）

68

78.3

86.9

34.3

71.2

22.9

15.6

74.2

87.7

52.2

15.9

28.9

19.8

11.1

61.5

24.5

67.9

50.5

18.4

6.8

11

28.1

1.1

0.7

0.6

2.2

2.8

7.3

30.6

4.1

2.6

29.2

44

0.4

0

0.1

0.6

0.4

0.4

1.6

1.4

1.3

3.2

5.5

1.6

1.2

1.2

1.4

1.1

1.6

1.6

1.8

1.7

4.4

6.5

0% 50% 100%

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究要旨程度）

文章作成能力（英語研究要旨程度）

プレゼンテーション能力

研究企画・立案力

プロジェクトマネジメント能力

自己管理力

コミュニケーションスキル

臨床現場の経験

臨床試験デザイン

学部 博士( ４年制) 就職後 学修する必要はない わからない          326



６ 学習の時期

各学修項目を学ぶのに最もよい時期（６年制課程）

✓ 多くの項目が、「学部」で学ぶのがよい時期との回答が多いが、「研究指導力」「創造性・革新性」は「博士（４年制）」が５割以上と高く
なっています。

Point

■学ぶべき時期：姿勢・態度（Q16-３）

88.2

79.4

12.5

35.3

90.2

77

80.2

67.9

6.8

16.1

66.8

56.6

3.9

16.8

11

6

0.3

0.5

16.2

3.1

1.7

1.4

3.9

19.3

2

1.7

1.9

2

1.8

2.4

2.1

2.2

2.6

2.4

2.6

3

2.3

2.5

2.8

4.7

0% 50% 100%

知的好奇心・探求心

挑戦する姿勢

研究指導力

創造性・革新性

協調性

忍耐力・粘り強さ

適応力

患者中心の考え方

学部 博士( ４年制) 就職後 学修する必要はない わからない          
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６ 学習の時期

各学修項目を学ぶのに最もよい時期（６年制課程）

✓ 「学会発表（海外）」と「英語国際論文執筆」は「博士（４年制）」が８割以上を占めています。
✓ 「国際共同研究」は「博士（４年制）」が52.5％、「就職後」が28.7％となっています。

Point

■学ぶべき時期：経験（Q16-４）

72.9

5.8

63.3

7.5

4.7

62

23.4

83

32.5

83.6

52.5

27

1

5.3

1.4

4

28.7

3.7

1

2.8

0.7

1.9

6

1.9

1.7

3.1

2.1

3

8.1

5.4

0% 50% 100%

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集

英語国際論文執筆

国際共同研究

困難を乗り越えた経験

学部 博士( ４年制) 就職後 学修する必要はない わからない          

328



６ 学習の時期

各学修項目を学ぶのに最もよい時期（４年制課程）

✓ 多くの項目が、「学部」で学ぶのがよい時期との回答が多いが、「製造工程に関する専門知識」や「GxP（品質管理・品質保証）の理解」、
「実例を対象にした創薬過程の体験（PMDAの審査報告書を読み解く）」は、「就職後」がおよそ２割以上となっており、６年制課程での
調査結果と共通しています。

Point

■学ぶべき時期：知識（Q１７-1）

90.6

51.1

79.3

35.3

38.7

44

62.9

56.6

60.9

56.1

68.7

33.2

58.9

25.8

44.5

4.7

41.3

12.9

25

22.7

22

27.4

25.5

9.9

25.6

24.7

30.8

22.6

26.9

12.4

0.4

4

1.8

5.5

4.2

7.9

3.8

7.3

2.6

3.9

2

14

5.8

13.7

3.3

0.2

0.7

2

25.9

26.8

12.9

2.1

5.2

16.4

8.4

1.6

16

8.2

22.6

21.2

0.6

0.3

0.9

3.1

2

6.3

0.4

1.2

5.1

1.5

0.3

1.4

0.8

5

10.1

3.5

2.6

3.1

5.1

5.5

6.8

3.4

4.2

5.1

4.6

2.7

4.7

3.6

6

8.5

0% 50% 100%

5 ～30年前に確立された一般科学技術

5 年以内の新たな一般科学技術

医療薬学の専門知識（薬理学、薬物動態学など）

製造工程に関する専門知識

GxP （品質管理・品質保証）の理解

医学の専門知識（診断、治療など）

データ分析・統計学

AI技術の活用

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物倫理、化審法など）

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識

創薬概論（医薬品の研究開発からPVまでの流れ）

実例を対象にした創薬過程の体験（PMDAの審査報

告書を読み解く）

医療保険制度

学部 博士( 博士前期) 博士（博士後期） 就職後 学修する必要はない わからない 329



６ 学習の時期

各学修項目を学ぶのに最もよい時期（４年制課程）

✓ 多くの項目が、「学部」で学ぶのがよい時期との回答が多いが、「文章作成能力（英語研究要旨程度）」「研究企画・立案力」「プロジェク
トマネジメント能力」は「博士（博士後期課程）」が２～３割ととなっています。

✓ また、「臨床現場の経験」と「臨床試験デザイン」は、「就職後」が２～３割となっています。

Point

■学ぶべき時期：技能・技術（Q1７-２）

57.8

66.9

66.7

20.9

51.8

17.1

14.5

68.6

82.6

21.2

11.1

37.6

27.2

29.6

49.9

42.7

40

25.6

20.9

10.4

15.4

16.6

1.9

3.5

1.3

25.5

2.6

36.3

39.6

5

1.7

7.7

14.3

0.3

0

0.1

0.7

0.4

3.5

16.1

1.8

1.3

26.8

35.3

0.1

0

0.1

0.3

0.2

0.4

1.1

0.9

1.1

18.2

12.3

2.3

2.4

2.3

2.7

2.4

2.7

3.1

2.7

2.9

10.7

10.2

0% 50% 100%

実験遂行力・技術習得

論理的思考力

文章作成能力（日本語研究要旨程度）

文章作成能力（英語研究要旨程度）

プレゼンテーション能力

研究企画・立案力

プロジェクトマネジメント能力

自己管理力

コミュニケーションスキル

臨床現場の経験

臨床試験デザイン

学部 修士( 博士前期) 博士( 博士後期) 就職後 学修する必要はない わからない          330



６ 学習の時期

各学修項目を学ぶのに最もよい時期（４年制課程）

✓ 多くの項目が、「学部」で学ぶのがよい時期との回答が多いが、「研究指導力」「創造性・革新性」は「博士（博士後期）」が高くなっていま
す。

Point

■学ぶべき時期：姿勢・態度（Q1７-３）

85.4

73.4

12.4

32.7

84.9

69.8

72.5

45.2

8.4

20

24.4

35.2

8.5

20.1

18.1

10

0.9

1.7

50.9

26.1

1.3

4.3

2.5

4.6

0.1

0.2

8

1.3

0.8

0.5

1.6

21.6

1.6

1.4

1

1.6

1.6

1.7

1.6

8.3

3.6

3.3

3.3

3.2

2.9

3.7

3.7

10.2

0% 50% 100%

知的好奇心・探求心

挑戦する姿勢

研究指導力

創造性・革新性

協調性

忍耐力・粘り強さ

適応力

患者中心の考え方

学部 修士( 博士前期) 博士( 博士後期)  就職後 学修する必要はない わからない          
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６ 学習の時期

各学修項目を学ぶのに最もよい時期（４年制課程）

✓ 「学会発表（海外）」と「英語国際論文執筆」「国際共同研究」は「博士（博士後期）」が４～５割を占めています。
✓ 「国際共同研究」は、「就職後」が22.3％となっています。

Point

■学ぶべき時期：経験（Q1７-４）

43.9

3.6

39.8

3.8

3.7

54

50.1

32.3

46.5

35.9

16.6

25.2

2.4

56.9

9.5

53.7

44.9

10.8

0.4

2

0.7

2

22.3

1.8

0.8

1.5

0.5

0.9

4.5

2.4

2.4

3.7

3

3.7

7.9

5.8

0% 50% 100%

学会発表（国内）

学会発表（海外）

英語国際論文データ収集

英語国際論文執筆

国際共同研究

困難を乗り越えた経験

学部 修士( 博士前期) 博士( 博士後期) 就職後 学修する必要はない わからない          
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７ 創薬力強化

日本の創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきこと（企業・大学別）

✓ 企業では「AI技術の活用」や「５年以内の新たな一般科学技術」が高く、大学では「医療薬学の専門知識」や「５～30年前に確立された
一般科学技術」が高くなっています。

Point

■創薬力強化の観点から薬学部が貢献するために学ぶべきこと：知識（Q1８-1）
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７ 創薬力強化

✓ 「５年以内の新たな一般科学技術」は所属に関わらず共通して高くなっています。
✓ 「AI技術の活用」が製薬会社、臨床試験支援企業で最も高くなっています。

Point

■創薬力強化の観点から薬学部が貢献するために学ぶべきこと：知識(Q1８-1)

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社
AI技術の活用 5 年以内の新たな一

般科学技術 
データ分析・統計学 5 ～30年前に確立

された一般科学技術 
創薬概論（医薬品の
研究開発からPVま
での流れ） 

臨床試験支援企業

AI技術の活用 5 年以内の新たな一
般科学技術 

医療薬学の専門知識（薬理学、薬物動態学な
ど） 
実例を対象にした創薬過程の体験（PMDAの
審査報告書を読み解く）

医学の専門知識（診
断、治療など）
研究倫理（不正防止）

非臨床試験受託企業

医療薬学の専門知識
（薬理学、薬物動態学
など） 

5 年以内の新たな一
般科学技術 

AI技術の活用 医学の専門知識（診
断、治療など）

創薬概論（医薬品の
研究開発からPVま
での流れ）
実例を対象にした創
薬過程の体験
（PMDAの審査報告
書を読み解く）

医薬品製造受託企業 ー ー ー ー ー

病院

5 年以内の新たな一般科学技術 
創薬概論（医薬品の研究開発からPVまでの流
れ） 

データ分析・統計学 実例を対象にした創
薬過程の体験
（PMDAの審査報告
書を読み解く）

薬事関連法規

行政など
医療薬学の専門知識
（薬理学、薬物動態学
など）

5 年以内の新たな一
般科学技術 

5 ～30年前に確立
された一般科学技術 

医学の専門知識（診
断、治療など）

AI技術の活用

日本の創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきこと（所属別）
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７ 創薬力強化

■日本の創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきこと（知識）×回答者の所属別

製薬会社

臨床試験支援企業

非臨床試験受託企業

病院

行政など

国公私立大学薬学部

大学（薬学部以外）

5 ～30年前に確立された一般科学技術      

5 年以内の新たな一般科学技術            

医療薬学の専門知識（薬理学、薬物動態学など）                

製造工程に関する専門知識                

GxP （品質管理・品質保証）の理解        

医学の専門知識（診断、治療など）        

データ分析・統計学  

AI技術の活用        

薬事関連法規

研究関連法規（カルタヘナ法、動物倫

理、化審法など）          

研究倫理（不正防止）

特許や知的財産に関する知識              

創薬概論（医薬品の研究開発からPVまでの流れ）                

実例を対象にした創薬過程の体験

（PMDAの審査報告書を読み解く）

医療保険制度        
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７ 創薬力強化

✓ 企業・大学ともに「論理的思考力」「実験遂行力・技術取得」「研究企画・立案力」が高くなっています。
✓ 「コミュニケーションスキル」は大学ではやや高くなっています。

Point

■創薬力強化の観点から薬学部が貢献するために学ぶべきこと：技能・技術（Q1８-2）
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日本の創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきこと（企業・大学別）
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７ 創薬力強化

✓ 「論理的思考力」は、所属に関わらず共通して高くなっています。

Point

■創薬力強化の観点から薬学部が貢献するために学ぶべきこと：技能・技術（Q1８-2）

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

製薬会社

論理的思考力 実験遂行力・技術習得 研究企画・立案力 臨床試験デザイン 臨床現場の経験 

臨床試験支援企業

論理的思考力 プレゼンテーション能力 
コミュニケーションスキル 

研究企画・立案力 文章作成能力（英語研
究要旨程度）

非臨床試験受託企業

実験遂行力・技術習得 論理的思考力 プロジェクトマネジメ
ント能力 

臨床現場の経験 研究企画・立案力 

医薬品製造受託企業 ー ー ー ー ー

病院

研究企画・立案力 論理的思考力 プロジェクトマネジメント能力 
臨床現場の経験 

プレゼンテーション能
力 
臨床試験デザイン 

行政など

論理的思考力 研究企画・立案力 
臨床現場の経験 
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日本の創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきこと（所属別）
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７ 創薬力強化

■日本の創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきこと（技術・技能）×回答者の所属別
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７ 創薬力強化

✓ 「挑戦する姿勢」は企業と大学で共通して高くなっています。
✓ 企業に比べて、大学では「創造性・革新性」は高く、「忍耐力・粘り強さ」は低い。また、「患者中心の考え方」は企業の方が高くなっています。

Point

■創薬力強化の観点から薬学部が貢献するために学ぶべきこと：姿勢・態度（Q18-3）
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７ 創薬力強化

✓ 製薬会社と臨床試験支援企業では「挑戦する姿勢」や「創造性・革新性」が特に高くなっています。

Point

■創薬力強化の観点から薬学部が貢献するために学ぶべきこと：姿勢・態度（Q1８-3）
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７ 創薬力強化

■日本の創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきこと（姿勢・態度）×回答者の所属別
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７ 創薬力強化

✓ 企業・大学に関わらず「困難を乗り越えた経験」は高くなっています。
✓ 大学の方が、「英語国際論文執筆」が高くなっています。

Point

■創薬力強化の観点から薬学部が貢献するために学ぶべきこと：経験（Q18-4）
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７ 創薬力強化

✓ 製薬会社を除いて「英語国際論文データ収集」が共通して高くなっています。

Point

■創薬力強化の観点から薬学部が貢献するために学ぶべきこと：経験（Q1８-4）
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７ 創薬力強化

■日本の創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきこと（経験）×回答者の所属別

製薬会社
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Ⅲ 大学アンケートと一般アンケートの比較
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１ 大学の強調点と、学ぶべきだと思う項目

知識

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程)：知識（Q19）

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「医療薬学の専門知識」、「創薬概論」、「５～30年前に確立された一般科学技術」が高い。
✓ 学ぶべきだと思う項目では、「医療薬学の専門知識」、「５年以内の新たな一般科学技術」、「AI技術の活用」が高くなっています。
✓ 「AI技術の活用」は企業と大学で差が大きいです。

Point

0.8
0.6

1.6

0.2 0.2
0.3 0.4 0.4

0.1 0.0

0.2 0.2

0.8

0.2
0.0

1.2

0.9

1.2

0.1
0.2

0.2
0.4 0.3

0.2
0.0 0.1 0.1

1.0

0.3
0.0

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

5

～3
0

年
前
に
確
立

さ
れ
た
一
般
科
学
技
術

5

年
以
内
の
新
た
な
一

般
科
学
技
術

医
療
薬
学
の
専
門
知
識

（薬
理
学
、
薬
物
動
態

学
な
ど
）

製
造
工
程
に
関
す
る
専

門
知
識

G
x
P

（品
質
管
理
・品

質
保
証
）の
理
解

医
学
の
専
門
知
識
（診

断
、
治
療
な
ど
）

デ
ー
タ
分
析
・統
計
学

A
I

技
術
の
活
用

薬
事
関
連
法
規

研
究
関
連
法
規
（カ
ル

タ
ヘ
ナ
法
、
動
物
倫
理
、

化
審
法
な
ど
）

研
究
倫
理
（不
正
防
止
）

特
許
や
知
的
財
産
に
関

す
る
知
識

創
薬
概
論
（医
薬
品
の

研
究
開
発
か
らP

V

ま

で
の
流
れ
）

実
例
を
対
象
に
し
た
創

薬
過
程
の
体
験

（PM
D

A

の
審
査
報
告

書
を
読

医
療
保
険
制
度

６年制１学科制(n=44)

６年制・４年制併設(n=27)

0.5

0.7 0.7

0.1
0.1

0.4 0.4

0.7

0.2

0.0

0.1 0.1

0.4
0.3

0.1

0.4

0.8

0.6

0.1

0.0

0.4 0.4

0.8

0.2

0.0

0.2 0.1

0.4 0.4

0.1

1.0

0.6

1.2

0.2
0.1

0.6

0.5

0.1
0.0 0.0

0.1 0.1

0.3

0.1
0.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

全  体 企業 大学

【一般】創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきだと思う項目：知識（Q18)

346



１ 大学の強調点と、学ぶべきだと思う項目

技能・技術

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程) ：技能・技術（Q19）

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「論理的思考力」、「実験遂行力・技術習得」、「研究企画・立案力」が高くなっています。
✓ 学ぶべきだと思う項目でも同様の結果となっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきだと思う項目：技能・技術（Q18)
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１ 大学の強調点と、学ぶべきだと思う項目

姿勢・態度

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程) ：姿勢・態度（Q19）

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「知的好奇心・探求心」、「挑戦する姿勢」、「創造性・革新性」が高くなっています。
✓ 学ぶべきだと思う項目では、「挑戦する姿勢」、「創造性・革新性」、「忍耐力・粘り強さ」が高くなっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきだと思う項目：姿勢・態度（Q18)
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１ 大学の強調点と、学ぶべきだと思う項目

経験

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程) ：経験（Q19）

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「学会発表(国内)」、「困難を乗り越えた経験」、「英語国際論文データ収集」が高くなっています。
✓ 学ぶべきだと思う項目では、「困難を乗り越えた経験」、「英語国際論文執筆」、「学会発表(海外)」が高くなっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきだと思う項目：経験（Q18)
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１ 大学の強調点と、学ぶべきだと思う項目

知識

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(４年制課程)：知識（Q41）

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「 ５～30年前に確立された一般科学技術」、「 ５年以内の新たな一般科学技術」、
✓ 「医療薬学の専門知識」が高くなっています。
✓ 学ぶべきだと思う項目では、「医療薬学の専門知識」、「５年以内の新たな一般科学技術」、「AI技術の活用」が高くなっています。
✓ 「AI技術の活用」は企業と大学で差が大きいです。
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【一般】創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきだと思う項目：知識（Q18)
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１ 大学の強調点と、学ぶべきだと思う項目

技能・技術

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(4年制課程) ：技能・技術（Q41）

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「実験遂行力・技術習得」、「論理的思考力」、「研究企画・立案力」が高くなっています。
✓ 学ぶべきだと思う項目でも同様の結果となっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきだと思う項目：技能・技術（Q18)
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１ 大学の強調点と、学ぶべきだと思う項目

姿勢・態度

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(4年制課程) ：姿勢・態度（Q41）

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「知的好奇心・探求心」、「挑戦する姿勢」、「創造性・革新性」 、「忍耐力・粘り強さ」が高くなっています。
✓ 学ぶべきだと思う項目では、「挑戦する姿勢」、「創造性・革新性」、「忍耐力・粘り強さ」が高くなっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきだと思う項目：姿勢・態度（Q18)
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１ 大学の強調点と、学ぶべきだと思う項目

経験

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(4年制課程) ：経験（Q41）

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「学会発表(国内)」、「困難を乗り越えた経験」、「学会発表(海外)」が高くなっています。
✓ 学ぶべきだと思う項目では、「困難を乗り越えた経験」、「英語国際論文執筆」、「学会発表(海外)」が高くなっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきだと思う項目：経験（Q18)
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１ 大学の強調点と、学ぶべきだと思う項目

✓ 知識の「５年以内の新たな一般科学技術」や、経験の「学会発表(海外)」で差がみられます。
✓ その他については、大きな傾向の変化はあまり見られません。

Point

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程：Q19) と：（4年制課程：Q41）の比較

まとめ

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(Q19、 Q41) と、
【一般】創薬力を強化する観点で、薬学部がこれに大きく貢献するために学ぶべきだと思う項目（Q18)の比較

✓ 知識では、強調点として「創薬概論」が高いのに対し、学ぶべき項目として「AI技術の活用」が高くなっています。
✓ 「AI技術の活用」については、企業と大学の別でも差がみられます。
✓ 技術・技能では大きな差は見られません。
✓ 姿勢・態度では、強調点として「知的好奇心・探求心」が高いのに対し、学ぶべき項目として「忍耐力・粘り強さ」が高くなっています。
✓ 経験では、強調点として「学会発表(国内) 」が高いのに対し、学ぶべき項目として「英語国際論文執筆」が高くなっています。

Point
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2 大学の強調点と、企業が学んでおいて欲しい項目

知識

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程：Q19、 4年制課程：Q41) ：知識

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「医療薬学の専門知識」、「５～30年前に確立された一般科学技術」、「５年以内の新たな一般科学
技術」が高くなっています。

✓ 学んでおいてほしい学修事項は、「医療薬学の専門知識」、「５年以内の新たな一般科学技術、」「データ分析・統計学」が高くなっています。

Point

【一般】職場部署の新卒採用者に、大学の講義科目や研究活動を通して学んでおいてほしい学修事項：知識（Q14、15)
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2 大学の強調点と、企業が学んでおいて欲しい項目

技能・技術

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程：Q19、 4年制課程：Q41) ：技術・技能

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「論理的思考力」、「実験遂行力・技術習得」、「研究企画・立案力」が高くなっています。
✓ 学んでおいてほしい学修事項は、「論理的思考力」、「コミュニケーションスキル」、「実験遂行力・技術習得」が高くなっています。

Point

【一般】職場部署の新卒採用者に、大学の講義科目や研究活動を通して学んでおいてほしい学修事項：知識（Q14、15)
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2 大学の強調点と、企業が学んでおいて欲しい項目

姿勢・態度

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程：Q19、 4年制課程：Q41) ：姿勢・態度

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「知的好奇心・探求心」、「挑戦する姿勢」、「創造性・革新性」が高くなっています。
✓ 学んでおいてほしい学修事項は、 「知的好奇心・探求心」、「挑戦する姿勢」 、「協調性」が高くなっています。

Point

【一般】職場部署の新卒採用者に、大学の講義科目や研究活動を通して学んでおいてほしい学修事項：知識（Q14、15)

2.1

1.5

0.0

1.0

0.3

0.7

0.3
0.1

1.9

1.5

0.0

0.7

0.4

0.7

0.4

0.0
0

0.5

1

1.5

2

2.5

知
的
好
奇
心
・探
求
心              

挑
戦
す
る
姿
勢

研
究
指
導
力  

創
造
性
・革
新
性                  

協
調
性      

忍
耐
力
・粘
り
強
さ                

適
応
力      

患
者
中
心
の
考
え
方                

６年制課程 ４年制課程

2.6
2.4

0.1

1.1

2.1

1.8

1.6

0.9

2.6 2.6

0.2

1.1

1.6

1.9

1.1

0.5

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

講義科目 研究活動

357



2 大学の強調点と、企業が学んでおいて欲しい項目

経験

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程：Q19、 4年制課程：Q41) ：経験

✓ 創薬人材の育成での強調点は、「学会発表(国内)」、「困難を乗り越えた経験」、 「学会発表(海外) 」 、「英語国際論文データ収集」が
高くなっています。

✓ 学んでおいてほしい学修事項は、 「困難を乗り越えた経験」、「学会発表(国内) 」 、「英語国際論文データ収集」が高くなっています。

Point

【一般】職場部署の新卒採用者に、大学の講義科目や研究活動を通して学んでおいてほしい学修事項：知識（Q14、15)
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2 大学の強調点と、企業が学んでおいて欲しい項目

✓ 知識では、 「医療薬学の専門知識」や「５～30年前に確立された一般科学技術」、「５年以内の新たな一般科学技術」 が共通して高く、
加えて学んでおいてほしい学修事項として、 「データ分析・統計学」が高くなっています。

✓ 技術・技能では、強調点として「研究企画・立案力」が高いのに対し、学んでおいてほしい学修事項として「コミュニケーションスキル」が高くなっ
ています。

✓ 姿勢・態度では、強調点として「創造性・革新性」が高いのに対し、学んでおいてほしい学修事項として「協調性」が高くなっています。
✓ 経験では、強調点として「学会発表(海外) 」や「英語国際論文執筆」が高いのに対し、学んでおいてほしい学修事項として「英語国際論文

データ収集」が高いが、項目間での差はあまり見られません。

Point

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程：Q19、 4年制課程：Q41)と、
【一般】職場部署の新卒採用者に、大学の講義科目や研究活動を通して学んでおいてほしい学修事項（Q14、15)の比較

まとめ
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

知識

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程)：知識（Q19）

✓ 強調したい点で点数が高い項目は、学ぶのによい時期で「学部」、「博士(４年制)」が高くなっています。
✓ 学ぶのによい時期で「就職後」が高いのは、「製造工程に関する専門知識」、「 GxP （品質管理・品質保証）の理解」、「実例を対象にし

た創薬過程の体験」となっています。
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【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期：知識（Q16)
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

技能・技術

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程) ：技能・技術（Q19）

✓ 強調したい点で点数が高い項目は、学ぶのによい時期で「学部」、「博士(４年制)」が高くなっています。
✓ 学ぶのによい時期で「就職後」が高いのは、「臨床試験デザイン」、「プロジェクトマネジメント能力」、「臨床現場の経験」となっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期：技術・技能（Q16)
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

姿勢・態度

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程) ：姿勢・態度（Q19）

✓ 強調したい点で点数が高い項目は、学ぶのによい時期で「学部」、「博士(４年制)」が高くなっています。
✓ 学ぶのによい時期で「就職後」が高いのは、「患者中心の考え方」、「研究指導力」となっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期：姿勢・態度（Q16)
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

経験

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程) ：経験（Q19）

✓ 強調したい点で点数が高い項目は、学ぶのによい時期で「学部」、「博士(４年制)」が高くなっています。
✓ 学ぶのによい時期で「就職後」が高いのは、「国際共同研究」となっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期：経験（Q16)
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

知識

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(４年制課程)：知識（Q41）

✓ 強調したい点で点数が高い項目は、学ぶのによい時期で「学部」、「修士(博士前期)」 、「博士(博士後期)」が高くなっています。
✓ 学ぶのによい時期で「就職後」が高いのは、「 GxP （品質管理・品質保証）の理解」、「製造工程に関する専門知識」、「実例を対象にし

た創薬過程の体験」となっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期：知識（Q17)
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

技能・技術

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(4年制課程) ：技能・技術（Q41）

✓ 強調したい点で点数が高い項目は、学ぶのによい時期で「学部」、「修士(博士前期)」 、「博士(博士後期)」が高くなっています。
✓ 学ぶのによい時期で「就職後」が高いのは、「臨床試験デザイン」、「臨床現場の経験」、「プロジェクトマネジメント能力」となっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期：技術・技能（Q17)
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

姿勢・態度

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(4年制課程) ：姿勢・態度（Q41）

✓ 強調したい点で点数が高い項目は、学ぶのによい時期で「学部」、「修士(博士前期)」 、「博士(博士後期)」が高くなっています。
✓ 学ぶのによい時期で「就職後」が高いのは、「患者中心の考え方」、「研究指導力」となっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期：姿勢・態度（Q17)
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

経験

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(4年制課程) ：経験（Q41）

✓ 強調したい点で点数が高い項目は、学ぶのによい時期で「学部」、「修士(博士前期)」 、「博士(博士後期)」が高くなっています。
✓ 学ぶのによい時期で「就職後」が高いのは、「国際共同研究」となっています。

Point

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期：経験（Q17)
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

知識

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期(６年制課程） ：知識（Q16)
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【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期(４年制課程） ：知識（Q1７)

✓ 「薬事関連法規」の学ぶのによい時期は、４年制課程の場合、大学は「就職後」の回答が多くなっています。

Point
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

技能・技術

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期(６年制課程） ：技能・技術（Q16)

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期(４年制課程） ：技能・技術（Q1７)
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✓ 「プロジェクトマネジメント」については、６年制課程でも４年制課程でも「就職後」の回答が多い傾向にあります。

Point
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

姿勢・態度

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期(６年制課程） ：姿勢・態度（Q16)

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期(４年制課程） ：姿勢・態度（Q1７)
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✓ 「研究指導力」と「患者中心の考え」については、６年制課程でも４年制課程でも「就職後」の回答が多い傾向にあります。

Point
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

経験

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期(６年制課程） ：経験（Q16)

【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期(４年制課程） ：経験（Q1７)
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✓ 「国際共同研究」については、６年制課程でも４年制課程でも「就職後」の回答が多い傾向にあります。

Point
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3 大学の強調点と、学ぶのによい時期

✓ 大学が強調したいとしている点については、学ぶのによい時期としても概ね大学在学中との回答割合が高くなっています。
✓ 学ぶのによい時期について教育課程別でみても、大学在学中か就職後かという観点では大きな差はみられません。
✓ 学ぶのによい時期について企業と大学の別でみると、ほぼすべての項目において、企業の方が就職後の回答の割合が高くなっています。

Point

【大学】創薬人材の育成という観点で、特に強調したい点(６年制課程：Q19、 4年制課程：Q41)と、
【一般】創薬力を強化する観点で、各学修項目を学ぶのに最もよい時期（ ６年制課程：Q1６、 4年制課程：Q１７)の比較

まとめ
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4 自由記述

✓ 創薬や創薬関連分野について体系的に学んでいる
✓ 創薬に関わる多様な基礎学問を学ぶことができる
✓ 研究に注力できる期間が長くなっている

Point

Q19 日本の創薬力強化のために、他学部の出身者と比べ、薬学(4年制)出身者が、
創薬研究において有利であると感じる点

Q19　主な意見 件数

専門的に学べる、専門知識がつく 438

多様な分野について、幅広く学ぶことができる 216

基本的な知識を学べる 179

研究に時間を費やせる、研究力がつく 118

医療に関する知識、医療現場との接点 96

複合領域での対応力が身につく 71

創薬の流れ、全体像を理解できる 58

即戦力になる、早く社会（現場）に出られる 53

倫理観、規制対応について学べる 40

社会貢献意識、創薬へのモチベーションがつく 29

就職、キャリア形成で有利、進路に自由度がある 25

臨床に関する知識、意識が身につく 23

早くから専門的に学べる 22

人間関係、つながりができる 18

医薬品という観点、意識、知識を持てる 16

資格の価値 11

基礎能力（処理能力、問題解決力など）が身につく 9

研究志向が強い、研究者視点に立てる 7

学費が安い 1

多様な分野の研究室が同じ学部にある 1

研究技術の獲得時期と研究企画・成果の実現時期が修士と博士で上手くあてはまる 1

その他 11

なし、分からない 93

「国公私立大学薬学部 教員」
✓ 研究技術の獲得時期と研究企画・成果の実現時期が修

士と博士で上手くあてはまる

Pick Up

「臨床試験支援企業 CRO」
✓ 薬学の基礎知識があり、かつ6年制卒よりも2年早く社会

経験を積むことができるため、実際の企業での働き方を早く
学ぶことができる

Pick Up

「製薬会社 臨床開発」
✓ 薬の作用機序から臨床応用までを体系的に学んでおり、

創薬研究において基礎科学と医療現場をつなぐ視点を持
てる

Pick Up
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4 自由記述

Q20 日本の創薬力強化のために、他学部の出身者と比べ、
薬学(6年制)出身者（薬剤師免許保有者）が、創薬研究において、有利であると感じる点

Q20　主な意見

臨床に関する知識、意識が身につく、臨床現場に立てる 445

専門的に学べる、専門知識がつく 413

薬剤師免許がとれる、資格の価値 185

医療に関する知識、医療現場との接点 166

多様な分野について、幅広く学ぶことができる 107

社会貢献意識、創薬へのモチベーションがつく 83

就職、キャリア形成で有利、進路に自由度がある 66

複合領域での対応力が身につく 44

倫理観、規制対応について学べる 40

即戦力になる、仕事に対する理解が早い 25

創薬の流れ、全体像を理解できる 21

薬剤師・医療従事者の視点がある 19

基礎能力（勤勉さなど）が身につく 11

研究経験 9

国際性 6

人間関係、つながりができる 5

医薬品という観点、意識、知識を持てる 5

就職後にさらに先の知識習得に割ける時間が多い 1

その他 6

なし、分からない 128

✓ 臨床現場を実際に経験できる
✓ 専門知識の強み
✓ 薬剤師の資格を取れること

Point

「臨床試験支援企業 CRO」
✓ 実務経験や臨床薬理の理解により、患者視点を踏まえた

開発が可能

Pick Up

「製薬会社 CMC・生産研究」
✓ 患者さんを身近に感じ、より患者さんのために何ができるか

を意識できる

Pick Up

「国公私立大学薬学部 教員」
✓ 医薬品を、医学と化学の双方の観点から見ることができる

Pick Up
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4 自由記述

Q21 日本の創薬力強化のために、薬学教育へ期待すること

Q21　主な意見

研究力・研究環境 138

基礎教育・基礎研究 137

学習者の質・意識 136

教育カリキュラム・制度 104

創薬教育・研究 102

複合領域・学際的対応力 91

多様性・人材育成 84

臨床教育・臨床力 64

先端技術・新領域 60

ビジネス・産業連携 55

国際性・グローバル教育 53

教育方法・体験型学習 50

キャリア形成・就職 49

制度・構造的課題 49

医療・患者視点 47

実務実習・経験不足 44

倫理・規制対応 43

創造性・発想力 35

コミュニケーション・社会的スキル 24

資格・薬剤師免許 21

教員・教育者の課題 21

資金・予算 21

博士・大学院教育 19

社会的意義・貢献 19

国試・資格試験制度 8

その他 1

なし、分からない 38

✓ 研究活動に専念するための時間を増やす
✓ 基礎となる知識をしっかり学ぶこと
✓ 研究立案力、粘り強く行動する力、柔軟な思考力、高い倫理観

Point

「非臨床試験受託企業 CRO」
✓ 創薬科学やデータサイエンス、AIなど、次世代の研究に対応できる

教育内容の充実

Pick Up

「製薬会社 信頼性保証」
✓ 調剤や臨床薬剤師のようなユーザー側の教育と研究やGMPや薬

事的な知識を学ぶ教育を明確に分けて欲しい

Pick Up

「国公私立大学薬学部 学生」
✓ 薬局薬剤師の育成だけでなく、創薬研究や製薬企業、医療機関な

ど、多様なステージでの活躍をもっと積極的に促す

Pick Up
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4 自由記述

Q21 日本の創薬力強化のために、薬学教育へ期待すること（共起ネットワーク）
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4 自由記述

Q21 日本の創薬力強化のために、薬学教育へ期待すること（共起ネットワーク）
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4 自由記述

Q22 日本の創薬力強化のために、薬学教育の課題（諸外国よりも遅れている点を含む）と
感じていること

Q22　主な意見

国際性・グローバル教育 146

研究力・研究環境 129

資格・薬剤師免許 124

学習者の質・意識 97

臨床教育・臨床力 84

基礎教育・基礎研究 72

教育カリキュラム・制度 64

先端技術・新領域 62

博士・大学院教育 61

ビジネス・産業連携 60

複合領域・学際的対応力 51

資金・予算 48

創薬教育・研究 46

創造性・発想力 44

キャリア形成・就職 41

教員・教育者の課題 31

コミュニケーション・社会的スキル 31

医療・患者視点 27

倫理・規制対応 26

実務実習・経験不足 25

制度・構造的課題 24

多様性・人材育成 22

社会的意義・貢献 16

教育方法・体験型学習 12

国試・資格試験制度 6

その他 11

なし、分からない 113

✓ 語学力も含む海外との接点
✓ 研究のための時間と資金
✓ 薬剤師教育と薬学部での研究を分割できていない

Point

「製薬会社 臨床開発」
✓ 基礎研究や臨床教育が中心で、創薬を産業応用へつなぐ教育や

人材交流がまだ十分でない

Pick Up

「臨床試験受託企業 CRO」
✓ 「薬剤師養成」に偏りすぎており、創薬研究を担う高度人材育成が

諸外国に比べて遅れている

Pick Up

「国公私立大学薬学部 教員」
✓ 創薬力強化のための教育と臨床薬学教育を両方行おうとしてどちら

も中途半端になっている

Pick Up
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4 自由記述

Q22 日本の創薬力強化のために、薬学教育の課題（諸外国よりも遅れている点を含む）と
感じていること

379



4 自由記述

Q22 日本の創薬力強化のために、薬学教育の課題（諸外国よりも遅れている点を含む）と
感じていること

380
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